
第78号住居跡（第274・ 275図）

調査区の中央、やや西寄り T-9グリッドに位置し

ている。SS 59の周溝を一部掘り込んて構築され、 S

D95B・103・115、SK633と重複するが、住居跡が比

較的深いため、カマドを除いて遺存状態は良好てあっ

た。平面形態は東西方向に長辺をもつ長方形て‘‘、規模

は長辺4.57m、短辺2.86m、深さ 0.40mてある。主軸

方向はN-41°-Eてある。

カマドは、 SS59の周溝にかかる北辺東寄りに 1基

検出された。カマド内はピットや溝跡などの他の遺構

と重複するため、袖は殆ど残っていない。カマドは壁

を大きく掘り込んて構築され、掘形は煙道の方向ばか

りてはなく、左右に及んて‘‘いる。燃焼面は床面から約

15cm掘り込まれ、底面は緩やかなレンズ状になってお

り、中央左寄りに土製の支脚が出土 した。支脚は燃焼

面がやや埋まった位置に置かれていた。また、側壁付

近には、灰色の粘土質ブロックが多くみられた。

ピットは 3基検出された。Plは、直径約60cmの円

形て‘ヽ 、貯蔵穴とみられる。P2はp1と同様SDl03と

重複するが、 P2はカマドの焚口や燃焼面の一部を切

り込んて‘、いるため、住居跡には伴わない可能性が島い。

床面は平坦て‘‘、ほぱ全域にわたって貼り床が認めら

れた。壁溝はカマドを除いて全周する。

出土遺物（第276図）

出土遺物には、 須恵器杯、涜、長頸（瓶か）、蓋、甕、

土師器甕、 支脚がある。土師器甕はカマド付近の床面、

須恵器杯類はやや浮いた状態て出土 している。 1 ~ 6 

は須恵器坪て‘ヽ 、直径約12cm、底径約 6cmてある。体部

第274図第78号住居跡
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1 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロッ ク少董含む。

2 暗褐色上 ローム粒子多董、 焼土粒子、炭化粒子少最含む。
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3 暗褐色土 焼上粒子、炭化粒子、 ローム粒子、ローム

ブロック少量含む。

4 暗褐色土 ローム粒子多量含む。

5 暗黄褐色士 ロームブロック多最含む。 掘形。

-349-



第275図第78号住居跡カマド
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S J 7 8カマド
1 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック少量含む。
2 暗褐色土 ローム粒子多温、焼土粒子、炭化粒子少最

含む。
3 暗褐色土 焼土粒子、炭化粒子、ローム粒子、ローム

ブロック少絋含む。
4 暗褐色士 焼土粒子、焼土ブロック、炭化物、ローム

粒子、ロームブロック少量含む。
5 灰褐色土 焼土粒子少量、灰色ブロック多最含む。
6 灰褐色土 焼土粒子、灰色ブロック、暗褐色プロック

少量含む。
7 暗黄褐色士 ローム粒子、ロームブロック多贔含む。
8 暗褐色土 焼土粒子、ローム粒子少董含む。
9 暗褐色土 炭化粒子、焼土粒子少駄含む。
10 灰掲色土 焼土粒子、ローム粒子少最、灰色プロック、

炭化粒子多温含む。粘性あり。
11 暗灰褐色土 ローム粒子少量、炭化粒子、焼土粒子、灰色

プロック多量含む。粘t生あり。
12 暗赤褐色士 炭化粒子、焼土粒子多醤、灰色粒子少量含む。
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第276図第78号住居跡出土遺物
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第78号住居跡出土遺物観察表（第276図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎上 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 02.4) CKL C 灰オリーブ色 20 

2 坪 12.4 3.4 5.8 CKL C 灰色 50 一部炭化物が付着

3 坪 02.4) 3.6 (5.8) CKL A 灰色 20 口縁部に自然釉

4 坪 6.0 ABCKL A 灰色 20 

5 坪 (5.6) ABCKL A 灰オリープ色 10 

6 坪 (5.8) ABCKL A 灰色 20 

7 碗 (16.4) 6.6 (8.2) BDKL A 灰黄色 30 

8 長頸瓶 7 6 BKL A 灰色 10 ， 芸皿 (16 0) CKL C 灰白色 20 

10 甕 CKL A 黒褐色 10 内面に自然釉

11 甕 CKL A 青灰色 10 

12 甕 (20 0) 28.4 4.0 BKL A 暗赤褐色 70 

13 甕 (19.6) HKL A 暗赤褐色 20 

14 甕 (21.6) BKL A 暗橙褐色 25 

15 支脚 長さ (11.9)X幅7.SX厚さ7.3cm
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第277図 第78号住居跡遺物分布図
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は緩やかに膨らみ、口縁部て‘僅かに外反する。底部は

回転糸切りて‘‘、いずれも南比企産てある。 7は須恵器

碗て‘ヽ、体部から口縁部にかけてロクロの痕跡を強く残

す。8は須恵器長頸瓶または長頸壺の底部破片てある。

9は須恵器蓋の破片、 10• 11は須恵器甕の胴音闘皮片て‘‘

ある。 10は格子叩き、 11は平行叩きて‘‘、 ともに部分的

に磨り消しがある。

12~14は「コ」の字口縁の土師器甕て‘‘ある。13は胴部

上半部の膨らみがやや強い。 15は土製支脚の破片て‘‘、

基部を欠く 。全体が脆いが、縦方向のヘラケス、リは明

瞭に残っている。

住居跡は、出土遺物から 9世紀後半と考えられる。

第79号住居跡（第278図）

調査区の中央、やや西寄りのT-9グリッド、 SJ

78の北約 5mに位置している。 SK350・ 373・ 375と重

複し、南東隅がSS 59に掛かっている。平面形態は長

方形て‘‘、西辺がやや膨らんて‘‘いる。規模は長辺3.62m、

短辺2.36m、深さ0.27mてある。主軸方向はN-24°―

Eて‘‘ある。

カマドは北辺中央に 1基検出され、壁面を僅かに掘

り込んて‘‘構築されていた。袖は左右とも僅かに残存し

ていたが、上面は既に崩れて粘土質土は少なかった。

左袖の左側には長さ約50cm、幅約25cmのテラス状の平

坦面があり、棚的な施設の可能性が考えられる。

覆土は上層から下層まて焼土粒子が混じる暗褐色土

て‘ヽ、燃焼面の焚口寄りに炭化物や焼土プロックが集中

していた。燃焼部の掘り込みは床面から約10cmて‘‘、底

面は平坦てあるが、狭い。煙道は短く、急角度て‘‘立ち

上がるが、傾斜途中て‘‘土製の支脚が埋設した状況て‘‘出

土 したことから、 実際にはさらに北側まて‘‘延びていた

可能性も考えられる。

覆土はローム粒子を含む暗褐色土て｀、焼土はカマド

付近に集中する。床面は平坦て‘あるが、全体に壁面に
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第278図第79号住居跡・ カマド
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1 暗褐色土 ローム粒子少量含む。

2 暗掲色士 ローム粒子、ロームプロック

多拡、焼土粒子、焼土ブロック

炭化粒子少量含む。

3 暗黄褐色土 ローム粒子、ロームブロック

多墓含む。

4 黒褐色土 ローム粒子、ロームブロック

O l ll V//／ク‘/

少最、炭化物多絋含む。

5 黒褐色土 灰褐色粒子少絋、ローム粒子

多量含む。

6 黄褐色土 ローム粒子多量、暗褐色

ブロック少量含む。粘性あり。

7 暗褐色士 ローム粒子多蘊含む。
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カマド

8 暗褐色土

9 暗褐色土

10 暗赤褐色土

11 黒褐色士

12 暗褐色土

13 赤褐色土

14 赤褐色土

15 暗褐色土

16 暗黄褐色土

焼土粒子、ローム粒子少量含む。

焼土粒子、焼土プロック、ローム粒子、灰色ブロック少量含む。

焼士ブロック多董、ローム粒子、灰色プロック、黒褐ブロック

少最含む。

ローム粒子、灰色プロック少最、炭化粒子多量含む。粘性あり。

焼土粒子、焼土ブロック、ローム粒子少量含む。粘性あり。

焼上粒子、焼土ブロック多董、ローム粒子少量含む。

焼士プロック多量含む。

焼士粒子、灰色粒子、灰色ブロック、炭化物少晨含む。

焼士粒子少量、ローム粒子多量含む。粘性あり。

E E-

1m 
1 : 30 

-353-



第279図 第79号住居跡出土遺物
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第79号住居跡出土遺物観察表（第279図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 12 0 3.7 5.7 CKL A 橙褐色 30 

2 坪 12 2 3.7 (5 6) CFKL A 灰白色 10 

3 杯 5.8 CKL A 橙褐色 10 

4 高台付碗 (14 4) (6.2) BDKL A 灰色 10 裔台痕蹄あり

5 甕 (13 8) CDKL A 明赤褐色 10 

6 甕 KL A 淡灰褐色 10 自然釉付着

7 台付甕 (14. 4) BKL A 暗赤褐色 95 

8 甕 (13.0) BEKL A 赤褐色 15 

， 台付甕 10.8 BKL A 赤褐色 80 

10 甕 (20.0) BKL B 暗茶褐色 40 内面風化

11 甕 (19 0) AEKL A 暗赤褐色 10 

12 甕 19 0 EKL A 淡赤褐色 60 

13 甕 (4 0) BEKL A 淡暗赤褐色 40 

14 支脚 長さ (9.7) X幅6.0X厚さ6.1cm

15 砥石 長径11.4X短径46X厚さ5.2cm、重最239.7 g 

16 刀子 長さ (13.2)X身幅7.45X棘幅03cm、重量13.37 g 

第280図 第79号住居跡遺物分布図
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向かってやや上がっている。壁溝は西側半分て検出さ

れた。また、ヒ°ットはカマド左袖に 1基検出されたが、

貯蔵穴や柱穴などは確認されなかった。

出土遺物（第279図）

出上遺物には須恵器坪、高台付浣、長頸瓶、甕、土

師器台付甕、甕、支脚、砥石がある。遺物はカマドを

中心に10数点出上している。1~ 3は須恵器坪て‘‘、ロ

縁部の先端が僅かに外反するものてある。底部は回転

糸切りてある。いずれも南比企産てある。 4は須恵器

高台付碗て‘ヽ、闇台部を欠く。身が深く、体部下半のロ

クロ痕跡が強く、丸みをもつ。産地は不明。 5は長頸

瓶の胴部下半から底部の破片て‘‘、焼成温度が低く、灰

白色てある。胴部の粘上の繋ぎ目は明瞭て‘‘、内外面と

も横方向のなて‘ヽて調整され、底部はヘラケズリされる。

6は須恵器甕の肩部の破片てある。頸部に近い部分は

平行叩き、下がるに従って斜方向の平行叩きとなる。

5 • 6は南比企産て‘ある。

7~9は土師器台付甕、 11~13は土師器甕、 14は土

製支脚の破片てある。いずれもカマド内またはカマド

付近から出土したものてある。12はカマド柚の補強材

に使用されていた。14の支脚は縦方向に削った後、再

度中位あたりから大きく削り込んて調整されている。

15は砂岩質系の砥石て‘‘、柄の一部を欠く 。16は刀子の

破片て‘ヽ、錆の進行力嘩fしく、先端部が折れている。

第80号住居跡（第281図）

調査区の中央、西寄りのU•V- 8 グリッド、 S J

74と81の中間に位置している。西辺を SD115、カマド

の煙道を SKl030と重複している。平面形態は長方形

て‘‘、規模は残存する長辺3.43m、短辺2.54m、深さ0.20

mてある。主軸方向はN-46°-Eてある。

カマドは北辺中央、やや東寄りに 1基検出された。

袖は左右とも僅かに残り、ロ ームブロックと灰色粘土

を基本に構築されている。焚口は所々窪んており、燃

焼に向かって緩やかに傾斜する。燃焼の底面は平坦て‘‘、

側壁は逆ハの字状にひらいて立ち上がる。

覆土は焼士粒子を多く含む暗褐色土て‘ヽ、壁際は部分

的に攪乱等による士層に変化がみられる。

床面は中心部がやや低くなっているが、貼り床は検

出されなかった。また、床面には部分的に焼土が集中

する所が数ヵ所検出されたが、小鍛冶に伴う炉跡は確

認て‘きなかった。ヒ°ットは中央部に 1基検出された。

形態は円形て‘、ヽ直径約30cm、深さ 6cmて‘‘あった。覆土

には焼土は少量含まれていたが、底面には被熱の痕跡

は認められなかった。壁溝は部分的に切れるが、ほぱ

全周するものとみられる。

出土遺物（第282図）

出土遺物には須恵器杯、高台付碗、灰釉皿、土師器

台付甕、小型甕、甕、鎌、刀子がある。遺物はカマド

内が主体て‘‘、床面からも少量出土している。 1は須恵

器坪、 2は須恵器高台付碗て‘ヽ、口縁部先端が大きく外

反する。 ともに体部から口縁部にかけて平滑に調整さ

れるが、ロクロ痕跡は明瞭て‘‘ある。 2の内面は炭化物

が付着している。3は灰釉の耳皿て‘‘、耳の一部を欠く 。

灰釉はハケ塗りてあるが、殆ど剥れている。

4は土師器台付甕の脚部の破片。 5は土師器小型甕

て｀、口縁部は短く、大きく外反する。外面胴部は縦か

ら横方向のハケ目、内面は底部付近に横方向のハケ状

工具のなて‘ヽて調整される。県内ては出土例が稀て‘‘、甲

斐型甕などに同様な調整がみられる。底部には木葉痕

が明瞭に残る。 6は土師器甕て‘ヽ、口縁部が短く、胴部

下半を欠く 。

7 • 8は鉄製品て‘‘、 7は不明、 8は刀子の基部付近

の破片てある。

住居跡の年代は、出上遺物から10世紀前半と考えら

れる。
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第281図第80号住居跡・カマド
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7 暗褐色土

8 暗褐色土

9 黄褐色土

10 暗黄褐色土
11 暗褐色土

12 暗黄褐色土

焼土粒子多量、ローム粒子少量含む。
ローム粒子多最、焼土粒子、焼土プロック少量含む。
炭化粒子少最、ローム粒子多最含む。
焼土粒子、ローム粒子、ロームブロック少温含む。
焼土粒子、ローム粒子、灰色プロック少蘊含む。
ローム粒子多量、暗褐色プロック少籠含む。
ローム粒子多最含む。粘性あり。
焼土粒子、炭化粒子、灰色粒子少贔含む。
ローム粒子多最含む。
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第282図 第80号住居跡出土遺物
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第283図 第80号住居跡遺物分布図
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第80号住居跡出土遺物観察表（第282図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成

1 杯 (11.8) 3.6 (6 0) CKL A 

2 高台付碗 (1 5. 1) 5 8 6.6 BDFKL C 

3 耳皿 10.9 3 0 5 4 ED A 

4 台付甕 8 7 AEFKL A 

5 小型甕 (13 2) 11 4 7 0 BK A 

6 甕 (18.2) FK A 

7 刀子 長さ (3.35)X身幅11 X胸幅0.4cm、重鑓516 g 

8 鉄製品 長さ (2.5)X幅1.7X厚さ07cm、重輩9.95 g 

第81号住居跡（第284~286図）

調査区の北西、 V-8グリッドに位置している。周

辺の住居群の中ては、最大級の規模をもち、 3基のカ

マドを有する。平面形態は東西方向に長辺をもつ長方

形て‘‘、規模は長辺 5m、短辺4.50m、深さ 0.34mてあ

る。主軸方向はN-68°-Wて‘ある。

カマドは北辺に 2基、東辺に 1基検出された。いず

れも壁を大きく掘り込んて‘‘構築しているが、袖は遺存

状態が悪く、どのカマドからも確認することはてきな

かった。カマドは壁溝の先後関係、遺物の出土状況な

どから古い順に b→a→ C と考えられるが、 aは単独

て構築され、 bとも形態の類似性、 aとbはCに比べ

て良く被熱していること、適度に距離があることなど

から bと同時存在した可能性も高い。

カマドは壁を大きく掘り込むが、燃焼面は内側に大

きく掘り込まれている。袖は確認て‘‘きなかったが、通

常の住居に比べて袖の占める空間は大きいものと考え

られる。また、床面から燃焼面の底面まては約10cmあ

り、底面に多少の凹凸があるにもかかわらず、使用さ

れたものとみられる。

覆上はカマド周辺は赤褐色に変化しているが、住居

内はローム粒子やロームブロックを主体とする暗褐色

土て‘‘構成されている。床面や付近の土層て‘‘は次第に焼

士と炭化物の鼠が増加し、床面の被熱の状況からも最

終的には焼失した後、廃棄されたものとみられる。

床面は平坦て，，、やや南側に傾斜している。貼り床は

確認てきなかったが、南壁際に SKl0341i節忍された。

S Kl034は調査の結果、住居跡に伴うものてはなく、

住居を構築する際に埋め戻したものと判断した。 SK

1034からの出土遺物はなかった。また、床面には北西

色調 残存率 備 考

灰色 10 火だすき痕 口縁部に自然釉

暗褐色 70 内面剥離

灰白色 70 灰釉はハケて施釉

橙褐色 10 

赤褐色 70 全体にもろく風化 玄型甕

橙褐色 50 内面風化

刃部片

不明

隅、カマド bの焚口付近に焼土を多量に伴う浅い掘り

込みが検出された。覆土からは焼土や炭化物に混じっ

て、スラグの粒子力苅節忍された。住居内から鉄製品は

出上しなかったが、この住居跡が小鍛冶に関連したも

のて｀あった可能性は高い。

貯蔵穴は、カマド aとbの右側に 1基づつ検出され

た。p1の付近からは須恵器類の遺物が数多く出土し

た。 P2~5は住居の主柱穴て‘ヽ 、今回の調査て‘‘定型的

な柱穴は異例といえる。また、壁溝はカマドの部分を

除いて全周する。カマド Cは壁溝を壊して構築されて

いるが、 aゃbの燃焼面内には掘り直した壁溝は確認

て‘‘ないことから、 Cの構築時には壁溝のつくり替えは

行なわなかったものと考えられる。

出土遺物（第287図）

出土遺物には須恵器坪、碗、蓋、上師器小型鉢、台

付甕、鉢、甕がある。遺物はカマド内及びカマド周辺

から数多く出土している。 1~13は須恵器坪て‘‘、日縁

部が僅かに外反するものと内湾するものがある。日径

はいずれも約12cmて‘ヽ 、少皇て‘‘はあるが深身が混じる。

底部は回転糸切りて‘‘、すべて南比企産て‘‘ある。14は須

恵器碗、 15は須恵器蓋の破片てある。 ともに南比企産

てあるが、ロクロ痕跡を強く残す。 16は土師器小型鉢

の破片。イ本部下半は甕顆のように横方向にヘラケズリ

される。 17・18は台付甕の口縁部と脚部の破片てある。

19は土師器鉢の破片て‘ヽ、胴部はヘラケズリ、口縁部及

び内面は丁寧に横なて‘、されている。20• 21はいわゆる

「コ」の字口縁の甕て‘ヽ、口縁部の粘土の繋ぎが明瞭に

残るタイプてある。 22は混入したものて‘‘キセルの吸ロ

部の破片てある。住居跡の年代は、出土遺物から 9世

紀後半と考えられる。
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第284図 第81号住居跡
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5 暗褐色土

6 暗褐色土

7 暗褐色土

8 暗褐色土

9 暗黄褐色土

ローム粒子、ロームブロック多撼含む。

ローム粒子多量、焼士粒子、炭化粒子少最含む。

焼士粒子少量、ローム粒子、ロームブロック多量含む。

ローム粒子少量、ロームブロック多量含む。軟質。

ローム粒子少絋、焼土粒子微抵含む。

ローム粒子、ロームプロック少量、焼士粒子微饂含む。

ロームプロック微量含む。

ロームブロック少最含む。

ロームブロック多量含む。 2m 
1;60 

-360-



第285図 第81号住居跡カマド(/)
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第286図第81号住居跡カマド(2)
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SJ 8 1カマド a 27 赤褐色土 焼土塊、焼土ブロック多量含む。

1 暗褐色土 焼土粒子多量、焼土ブロック、 炭化粒子、 28 黄褐色士 地山。

ローム粒子少量含む。 29 暗褐色土 焼土粒子少鯖含む。

2 暗褐色土 焼土粒子多量、焼土プロック少量含む。 30 暗赤褐色士 焼士粒子多誠含む。

3 暗褐色士 焼士粒子、焼士ブロック少最含む。 31 暗赤褐色土 焼士プロック少誠含む。

4 暗灰褐色士 焼士粒子微鼠含む。 32 暗赤褐色土 ローム粒子少贔、焼土プロック多量含む。

5 暗灰褐色士 焼土粒子微誠、灰褐色ブロック多量含む。 33 暗褐色土 焼士粒子、焼土ブロック少董含む。

6 暗褐色土 灰白色粒子、焼土粒子、焼土プロック少最含む。 34 暗褐色士 ローム粒子、焼土粒子、灰色粒子、焼土

7 暗赤褐色土 焼士粒子、灰色粒子、ローム粒子少藷含む。 ブロック、灰色ブロック少最含む。

8 暗赤褐色土焼土粒子、灰色ブロック少量含む。 35 明褐色土 ローム粒子、炭化ブロック少量、焼土粒子

9 暗褐色士 ロームプロック多量含む。 微葦含む。

10 暗赤褐色士 焼土ブロック多量含む。 36 暗褐色上 ローム粒子、焼土粒子少星含む。

11 暗褐色土 焼士粒子、ローム粒子、焼土ブロック少葦含む。 37 褐色土 ロームブロック少量含む。

12 暗赤褐色士 焼土プロック多最、焼土粒子、灰色粘土 38 褐色土 焼土粒子、ロームプロック少量含む。

プロック少量含む。 39 暗赤褐色土炭化粒子少最、焼土粒子、焼土ブロック

13 暗赤褐色士 焼土粒子、炭化粒子、焼土プロック、ローム 多量含む。

ブロック少量含む。 40 暗褐色土 焼土粒子少量含む。

14 暗褐色士 焼土粒子少量、ローム粒子微量含む。 41 暗褐色士 焼上粒子、焼士プロック、ロームブロック

15 暗褐色土 焼士粒子多輩、炭化粒子、ローム粒子少絋含む。 少抵含む。

16 暗灰褐色士 ローム粒子、ロームブロック多量含む。 42 褐色土 ロームブロック少最含む。

カマド b カマド c

17 暗灰褐色土 ローム粒子、焼土粒子少量、灰褐色ブロック 43 暗褐色土 焼土粒子、炭化粒子、灰色粘土ブロック

多量含む。 少最含む。

18 暗褐色士 焼土粒子、炭化粒子、灰褐色ブロック 44 暗褐色士 炭化粒子少籠、焼士粒子、焼士プロック、

少最含む。 炭化ブロック多最含む。

19 暗褐色土 ローム粒子、焼士粒子多戴、焼上ブロック 45 暗褐色土 灰色粘土粒子少風、焼土プロック、炭化

少最含む。 粒子多量含む。

20 暗褐色土 ローム粒子、焼土プロック少量含む。 46 暗褐色土 焼士粒子少量、灰褐色プロック多量含むC

21 暗褐色士 焼土ブロック、灰色ブロック少量含む。 47 暗赤褐色土 焼土粒子、焼土プロック多籠、炭化粒子、

22 暗褐色土 焼土ブロック多戴含む。 ローム粒子微量含む。

23 暗褐色土 焼士粒子微最、ローム粒子少蘊、灰色粘土 48 暗赤褐色土 焼土粒子、焼土ブロック多籠含む。

ブロック多絋含む。 49 褐色土 焼土粒子、ローム粒子少量含む。

24 明褐色土 焼土粒子、焼士プロック少量含む。軟質。 50 明褐色土 焼土粒子少量含む。

25 暗褐色士 焼上粒子少最、焼土ブロック多量含む。軟質。 51 明褐色土 ロームプロック少益含む。

26 暗赤褐色土焼土粒子多量含む。
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第287図 第81号住居跡出土遺物
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第288図 第81号住居跡遺物分布図
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第81号住居跡出土遺物観察表（第287図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成

1 坪 (12 2) 3 5 (6.0) ACKL A 

2 坪 (12 0) 3 7 (6.6) BKL A 

3 坪 (12 6) 3 8 5.8 CDKL A 

4 杯 12.5 4.3 5.0 CGKL C 

5 坪 (12 0) 3 6 6.6 ACKL A 

6 坪 11 9 3 6 6.1 CDKL A 

7 杯 (12. 2) 4.5 (6.0) GKL A 

8 坪 12 6 3 5 (7.0) ACKL A ， 坪 6.3 ACDKL A 

10 杯 6.4 ABCKL A 

11 坪 6.3 CKL C 

12 坪 12 1 3.7 6.8 BCK A 

13 杯 (6.4) CKL A 

14 碗 (14 4) 5.5 (6.2) ACKL C 

15 蓋 (18.6) BDF C 

16 小型鉢 9.6 5 8 5.4 K A 

17 台付甕 10 0 BKL A 

18 台付甕 (11.4) BEKL C 

19 鉢 (22 0) HK A 

20 甕 (20.0) BKL A 

21 甕 21.0 EKL A 

22 キセル 長さ275X幅16cm、重量2.51g 

第82号住居跡（第289• 290図）

調査区の中央、やや西寄りのT-11グリッドに位置

している。カマドのある東辺はSS60に隣接し、覆土

も類似することや他の遺構との重複のために形態の確

認力瑾佳しかった。

平面形態は、東辺がやや長い不正方形とみられたが、

調査の結果、東辺を共通した 2軒の住居跡の重複てあ

ることが明らかになった。ここては便宜上、住居の拡

張と捉え、 1軒の住居跡として取り扱う 。住居は壁溝

との重複関係から、カマド aをもつ小型の住居が古く、

カマドbをもつ大型の住居が新しい。大型の住居の規

模は長辺4,02m、短辺3.67m、深さ 0.08mて‘ヽ 、主軸方

向はN-109°-Eて‘、ある。

覆土はローム粒子を含む暗褐色上て‘‘、部分的に後世

のピットなどと重複する箇所がある。床面の位置は共

通て‘あったが、検出されたヒ°ットの多くは配置などか

らも帰属が不明瞭て‘‘あった。また、床面には焼土など

は検出されなかった。壁溝はカマド a•b の住居とも

全周せず、部分的に途切れる。深さは約 5cmてある。

カマドbは東辺中央、やや北寄りに付設され、壁を

約50cm掘り込んて構築されている。袖は既になく、燃

色調 残存率 備 考

灰白色 20 

明赤褐色 10 

オリープ灰色 20 

灰オリ ープ色 90 

灰黄色 50 内面に炭化物付着

灰色 100 

灰白色 20 

浅黄色 20 風化

灰色 30 

灰色 20 

灰白色 10 炭化物付着

灰色 90 墨書 「X」か？ ヘラ記号あり

浅黄橙色 10 

黄褐色 10 

橙褐色 25 末野産

黒褐色 50 風化著しい 内面及び日縁部外面黒色処理

淡黒褐色 20 内面風化

暗褐色 10 外面に付着物

黒褐色 15 全面に炭化物付着

暗赤褐色 25 

淡赤褐色 60 

銅製品雁首吸日

焼面の掘形が検出された。遺物はカマドの天井や袖の

補強材に使用されたとみられる被熱の痕跡を伴った片

岩が数点出土している。また、底面の被熱部分は弱かっ

た。カマド内の覆土は焼土を含む暗褐色土て構成され

るが、焚口付近などには後世のヒ°ット (P3)が入る

など、部分的に上層に変化が観察された。

カマド aは北辺やや東寄りに付設され、検出状況か

ら壁を10cm余り掘り込んて‘‘構築されたものと推定さ

れに燃焼面は焚口寄りをカマド bと同様、後世のピッ

トと重複する。底面はカマドbに比べて、強く被熱が

観察された。

出土遺物（第290図）

出土遺物には須恵器坪、長頸瓶、甕、酸化焔焼成杯、

灰釉長頸瓶、士師器羽釜、支脚がある。遺物の大部分

は、カマドbの左側付近（カマド aの上にのっている）

から集中して出土した。

1は厚手の須恵器杯小破片。 2は酸化烙焼成された

坪の破片て、、成形にはロクロが使用されている。口径

が大きいため、あるいは高台付碗の可能性もある。3

は須恵器長頸瓶の底部付近の破片。 4は須恵器甕の肩

部の破片て‘‘、自然釉が付着している。 5は灰釉の長頸
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第289図第82c 住方 ・ 居跡
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1 暗褐色土

2 暗黄褐色土

3 暗黄褐色土

4 暗褐色土

5 黒褐色土

6 暗褐色土

ローム粒子多最含む。

ロームブロック多量含む。
ローム粒子、ロームブロック少拡含む。
ローム粒子、灰色粒子多量含む。
ローム粒子多最含む。

ローム粒子少量含む。

瓶て‘ヽ、口縁部先端と底部を欠く 。東海産。 6は土師器

羽釜の口縁音随支片。口縁部は短く、内傾が強い。部分

的に炭化物が付着している。 7は土製支脚の破片て‘‘、

外面は縦方向にヘラケズリされている。

住居跡の年代は、出土遺物から 10世紀前半頃と考え

られる。

第82号住居跡出土遺物観察表（第290図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成

1 坪 (6.0) DKL A 
2 坪 (1 4. 8) ADEHKL C 

3 甕 (13.0) CDFKL C 
4 甕 BCFL C 
5 長頸瓶 GK A 
6 羽釜 (21.6) BEKL C 

7 支脚 長さ(136) X幅84X厚さ8.5cm

。I

7 暗黄褐色土

8 明褐色士

9 黒褐色土
10 暗褐色土

11 暗褐色士

12 暗褐色土

13 暗褐色土

ローム粒子、 ロームプロック少星含む。
ローム粒子少蘊含む。

ローム粒子、ロームプロック少鼠含む。
ロームブロック少量含む。
ローム粒子、ロームプロック少量含む。
ローム粒子少量含む。

ローム粒子多量含む。

色調 残存率 備 考

灰色 10 一部炭化物が付着

橙褐色 10 風化酸化焔焼成

黄褐色 10 

淡橙褐色 10 

灰色 20 頸部～外部下端に釉

黒褐色 10 

-366-

2m 
1 :60 



第290図 第82号住居跡カマド ・出土遺物
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1 黒褐色土 焼士粒子、ローム粒子少量、黒褐色ブロック

多葦含む。

2 暗褐色土 焼土粒子多葦、炭化粒子、焼土ブロック、

ロームブロック少量含む。

3 暗褐色土 ローム粒子少最、焼土粒子微量含む。

4 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック多最含む。

5 暗赤褐色土 焼士粒子、焼士プロック多塁含む。

6 暗赤掲色土 焼土粒子、黒褐色ブロック、焼土プロック

多絋含む。

7 赤褐色土 焼土ブロック多藷含む。

8 黄灰色土 ローム塊。

9 明褐色土 ローム粒子、焼土粒子少量含む。

10 黒褐色土 焼土粒子、ローム粒子少泣含む。

11 暗褐色土 ローム粒子少輩含む。

12 暗褐色土 焼土粒子、ローム粒子少量含む
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第291図 第82号住居跡遺物分布図
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第83号住居跡（第292図）

調査区の中央、やや西寄り S-10グリッドに位置し

ている。 SS59の上に構築されるが、後世の土城SK

1027などと重複 し、西側の一部を除いて原形を留めて

いない。平面形態は長方形と考えられ、規模は長辺

3.33m、短辺2.76m、深さ0.10mてある。主軸方向は

N-29°-Eと推定される。

覆上はSS59と同様のローム粒子、 ロームブロック

を含む暗褐色土て‘、当初は住居跡の存在は確認て‘‘きな

かった。古墳跡の調査を行なう過程て‘ヽ、壁溝が検出さ

れ、初めて住居の存在が明らかになった。

カマドは検出されなかったが、壁溝の残存状況など

から判断すると、北辺に付設されていたものと推定て‘‘

きる。床面は不明瞭て‘‘、確認された部分は殆どが掘形

てある。壁溝は西側部分が検出されたが、東側は重複

する遺構のために確認て‘‘きなかった。

出土遺物（第293図）

出土遺物には酸化烙焼成坪、台付甕、紡錘車がある。

いずれも覆土中から出土したものてある。

第292図
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1 • 2は酸化焙焼成の杯て‘‘、厳密には土師質て‘‘はな

い。淡褐色～淡橙褐色をし、ロクロを用いて成形をし

ている。 2の底部は手持ちのヘラケズリて‘ある。 3は

第293図 第83号住居跡出土遺物

土師器甕の口縁部から胴部上半の破片て‘‘ある。口縁部

は短く、厚手て‘‘ある。 4は滑石製の紡錘車て‘ヽ、孔は中

心をやや逸れている。

第294図 第83号住居跡遺物分布図
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第83号住居跡出土遺物観察表（第293図）

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 (12. 0) 4.2 (5.6) BK C 灰褐色 30 酸化焔焼成

2 杯 6 4 EK C 淡橙褐色 60 器面の風化著しい 酸化焔焼成

3 甕 02.0) EKL A 暗赤褐色 10 

4 紡錘車 長径4.9X短径4.5X孔径1.0X厚さ1.6cm、重量45.1g 

第84号住居跡（第295図）

調査区の中央、西寄りのU-8グリッドに位置して

いる。 SJ78~80と隣接し、 SJ78・ 80とはカマドの

向きを同一方向にしている。住居は、後世の SD99や

土壊群との重複によって、一部を除き原形を留めてい

ない。平面形態はほぱ正方形て‘‘、各辺はカマドの付設

された辺を除き、外側に膨らんて‘‘いる。規模は長辺

3.50m、短辺3.47m、深さ0.35mて‘‘ある。主軸方向は

N-51"-Eてある。

覆土はローム粒子を含む暗褐色土て‘‘、上層は他の遺

構との重複によって土層に変化がみられるが、下層は

SD99が床面まて‘‘掘り込まれていることを除けば、特

に大きな変化は観察されなかった。

カマドは東辺やや南寄りに 1基検出された。カマド

の北側半分は SD99に、南側半分は SK619によって

壊され、僅かに燃焼面底面と側壁の立ち上がりが検出

されたにとどまった。底面や側壁は被熱した痕跡が明

瞭に残り、土師器甕が潰れた状態て出土した。

床面は平坦て‘、やや西側に傾斜している。貼り床は

検出されなかった。また、西隅からは楕円形の土壊S

Klが検出され、須恵器甕の破片が出土した。

ピットは 3基検出され、北隅に位置する P3が貯蔵

穴とみられる。本遺跡て‘‘は、カマドの左側に付設され

る貯蔵穴例は異例て‘ある。壁溝はカマド周辺を除いて

全周し、西側に向かって浅くなっていた。

出土遺物（第296図）

出土遺物には、須恵器坪、甕、土師器甕、砥石、穂

摘み具がある。土師器甕はカマド付近、その他は床面

や土壊内から出土している。 1 ~ 3は須恵器杯て‘‘、い

ずれも破片てある。 4は口縁部が大きくひらき、やや
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第295図 第84号住居跡
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1 暗褐色士

2 暗褐色士

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗黄褐色土
6 明褐色士

7 暗褐色土

8 黒褐色土

9 暗褐色士

10 暗褐色土

ローム粒子、ロームブロック多絋含む。
ローム粒子微贔含む。

ロームブロック少最含む。
ロームブロック多量含む。
ローム粒子多誠、ロームプロック少量含む。
ローム粒子少贔含む。
ローム粒子少量含む。
ローム粒子少量含む。
ローム粒子微量含む。
ローム粒子、焼土粒子、灰褐色粘土粒子多量、
炭化粒子少晶含む。

器高が高い。南比企産て‘、ある。

跡を明瞭に残している。

5は須恵器甕の肩部の

破片て‘ヽ、外面は平行叩き、内面は蒲鉾状の当て具の痕

6 • 7は土師器甕の日縁部か

ら胴部、底部付近の破片てある。口縁部はいわゆる 「コ」

の字口縁て‘ヽ、胴部全体に膨らみをもっている。底部は

第84号1主居跡出土遺物観察表（第296図）

町
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11 暗褐色土

2
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l

l

 

14 

暗褐色土

暗褐色上

暗褐色土

15 暗褐色士

16 暗褐色士

焼土粒子、ローム粒子、ロームブロック少量
含む。
黒褐色ブロック、焼土ブロック少量、焼土
粒子、 ローム粒子、炭化粒子微拭含む。
ローム粒子、灰褐色粘土粒子多枇、焼士粒子、
炭化粒子、灰色粘土プロッ ク、焼土ブロック
少凪含む。

ローム粒子多戴、灰色粘土粒子、焼土粒子
少贔含む。

ローム粒子多最含む。
ローム粒子、灰色粘士粒子少是含む。

ヘラケス` リてある。

C c-

D D' 

13 

2m 
1 :60 

8は砂質系砥石の破片てある。

，
 

は鉄製の穂摘み具て‘‘、両端に方形の目釘孔があり、

方に目釘が埋め込まれた状態て‘残る。

住居跡の年代は、出土遺物から 9世紀後半と考えら

れる。

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 杯 02.0) 4.1 5.6 CKL A 灰色 10 
2 坪 (12. 4) 3 8 (5 8) GKL C 灰 白色 10 
3 杯 6 0 BGKL B 灰白色 20 
4 皿 (14.3) BDKL A 灰色 10 
5 甕 BCKL A 暗青灰色 10 
6 甕 (20.0) KL A 淡赤褐色 50 
7 甕 4 0 EHK A 淡黒褐色 50 炭化物付着

8 砥石 長径 (47) X短径4.SX厚さ42cm、重量1073 g ， 穂摘み具 長さ 12.1X幅2.9X厚さ0.25cm、重呈33.56 g 両端に方形の目釘孔あり 一方に目釘のこる
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第296図 第84号住居跡出土遺物
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第297図 第84号住居跡遺物分布図
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第298図第85号住居跡
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SJ 8 5 
1 灰褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗黄褐色土

5 暗黄褐色土
6 暗褐色士

7 暗赤褐色土

灰褐色粘士粒千多量、白色粒子少量含む。
ローム粒子、焼土粒子、炭化粒子少董含む。
ローム粒子、ロームプロック少墓、炭化粒子微拡含む。
ローム粒子多輩、ロームブロック少籠含む。軟質。
ローム粒子多量含む。
ローム粒子微量含む

焼土粒子、炭化粒子多拡含む。

8 赤褐色土

9 黒褐色土

10 暗黄褐色土

II 褐色土

12 暗褐色土

13 暗褐色土

14 暗褐色土

15 黄褐色土

焼土粒子、焼土ブロック多鼠含む。
炭化粒子多最含む。

ローム粒子多旦、焼土粒子微最含む。

ローム粒子、焼土粒子微量含む。
ローム粒子、焼土粒子、炭化粒子少董含む。
灰褐色粘土粒子多藷、焼土粒子少星含む。
ローム粒子少最含む。

ローム粒子多最含む。

第85号住居跡（第298図）

調査区中央、北側のW-8グリッドに位置し、 sJ 

81、86~89などと隣接する。平面形態は長方形て‘‘、規

模は長辺3.30m、短辺2.88m、深さ 0.15mてある。主

軸方向はN-42°-Eてある。

覆土は焼土粒子と炭化粒子を含む暗褐色土て‘‘、他の

遺構との重複も殆どなく大きな土層の変化はみられな

かった。

カマドは、東辺中央に 1基検出された。既に袖はな

く、周辺には補強材に用いたとみられる灰褐色の粘土

粒子が観察された。燃焼面の底面て‘‘は炭化物が多くみ

られた。

床面は、中心部に凹凸がみられたが、ほぱ平坦て‘あ

る。貯蔵穴、ピットなどは検出されなかった。また、

壁溝は、カマドの付設された東辺を除いて全周する。

出土遺物（第299図）

出士遺物には須恵器坪、高台付碗、広口壺がある。

遺物は量が少なく、いずれも覆土中か ら出土 した もの

第299図 第85号住居跡出土遺物

ロロシ／
~3 

［` !]り）

□ 
;~ 1点麟＼註．，：心心誨； ＂ 

述：

10cm 
l :4 

-372-



てある。

1 ~ 3は須恵器坪て‘ヽ 、日縁部先端て‘‘外反する。体部

のロクロの痕跡を強く残し、底部は回転糸切りてある。

南比企産てある。 4は須恵器高台付碗の体部から底部

にかけての破片てある。全体に厚手のつくりて‘‘ある。

5は須恵器広口壺の底部付近の破片て‘‘ある。内外面と

も横なて‘ヽ て調整されている。

住居跡の年代は、出土遺物から 9世紀後半から 10世

紀初め頃と考えられる。

第300図第85号住居跡遺物分布図

＼ 
A
-

• 5 

¥ 3  
.J . 2 

こコワ

_.!,' 

言

▽ 

~7.80 A
-

4 1 

2m 
9 :60 

第85号住居跡出土遺物観察表（第299図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 (12 6) CKL A オリープ灰色 10 口縁部わずかに自然釉

2 坪 (12. 6) GK C 灰白色 10 表面やや風化

3 杯 (5. 7) DIKL C 浅黄色 10 

4 高台付碗 6.6 BCKL A オリープ灰色 10 底部内面に自然釉付着

5 広口壺 (15.0) BCDKL A 灰色 10 高台の痕跡 内面に炭化物付着

第86号住居跡（第301図）

調査区の中央、北側W-8グリッドに SJ85と接す

るように位置している。平面形態は長方形て‘ヽ、規模は

長辺3.37m、短辺2.69m、深さ 0.14mて‘ある。主軸方

向はN-25°-Wて‘ある。

覆土はローム粒子、焼土粒子、炭化粒子を少贔含む

暗褐色土て‘‘、カマド周辺及び南側の隅には攪乱が入り、

所々土層が変化しているのが観察された。

カマドは南東側の辺、中央に 1基検出された。袖は

既になく、燃焼面から煙道にかけては、約10cmの段差

が認められた。覆土は、上層ては灰褐色粘質土と焼土

が混じり、下層て‘‘は焼土と炭化物が多く含まれていた。

床面は平坦て‘‘、特に貼り床や炉跡は検出されなかっ

た。ピットは 4基検出され、 P4は直径が約60cmと他

の約 2倍の大きさをもつ。断面の観察て‘‘は柱状の痕跡

輝窟認て‘‘きたが、どのような性格のものてあるかは未

確定てある。また、北側の隅には、貯蔵穴の可能性が

考えられる土壊SKlが検出された。形態は隅丸長方

形て‘ヽ、北寄りに深くなっている。壁溝は北側半分とカ

マドの南側て‘‘部分的に検出された。
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第301図 第86号住居跡
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灰褐色粘士粒子多凪、白色粒子少量含む。

ローム粒子微量含む。

ローム粒子、焼土粒子、炭化粒子少絋、ローム

プロック微董含む。

ローム粒子、炭化粒子、ロームプロック少輩

含む。
ローム粒子多鉱、ロームプロック少量含む。

ローム粒子多量含む。

ローム粒子多量含む。軟質。

ローム粒子微量、焼士粒子、炭化粒子多最含む。

焼土粒子多最含む。軟質。

ローム粒子、灰褐色粒子、焼土粒子少葦含む。

ローム粒子少量含む。軟質。

ローム粒子少量、灰褐色粒子多量含む。

ローム粒子、ロームプロック多量含む。

硬質。

灰褐色粒子多量含む。

灰褐色粒子、ローム粒子少量含む。

ローム粒子少量含む。

ローム粒子多絋含む。軟質。

ローム粒子多最、ロームブロック微董含む。

出土遺物（第302図）

出土遺物には須恵器坪、高台付碗、土師器甕、砥石、

紡錘車がある。遺物はカマド周辺及び床面から出土し

ている。 1 ~ 6は須恵器坪て‘‘、大きく分けて浅身(1

~4) と深身（ 5• 6)がある。 ともに口縁部先端が

緩やかに外反し、底部は回転糸切りてあるが、深身の

タイプは浅身のタイプに比べてロクロの痕跡を強く残
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ローム粒子多量、ロームブロック少墓含む。

ローム粒子少葦、ロームブロック多蘊含む。

ロームブロック微最含む。

ローム粒子多葦含む。

ロームプロック多凪含む。

ローム粒子微址含む。

ロームブロック少晶含む。粘性あり。

ローム粒子、ロームブロック多量含む。

ロームブロック多最含む。粘性あり。

ローム粒子少最含む。

焼士粒子少饉、ローム粒子、ロームブロック、

炭化物多葦含む。

ロームプロック少最含む。

ローム粒子多量、焼土粒子微量含む。

ローム粒子少最含む。

ローム粒子少彙含む。

ロームブロック少最含む。

ローム粒子少最含む。

ローム粒子少量含む。

焼土粒子微拭含む。

ローム粒子、焼土粒子少贔含む。

し、形態的にも高台付碗に類似する。また、焼成温度

も低く、部分的に赤褐色が入るものが多い。

5 • 6は不明て‘‘ある。

1 ~ 4は

7 • 8は須恵器高台

付碗て‘‘、体部は下半ほどロクロ痕跡が弱くなる。

部は緩やかに外反する。末野産と考えられる。

口縁

「コ」 の字日縁の土師器甕口縁音随皮片

てある。 10は砥氏石て‘ヽ、破損した部分も再調整して研ぎ
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面としている。 11は石製の紡錘車て‘‘、全面にわたって

磨かれている。

第302図 第86号住居跡出土遺物

□ こロニニーZ

住居跡は、出土遺物から 9世紀末から10世紀初め頃

と考えられる。
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第86号住居跡出土遺物観察表（第302図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 (14 4) KL C 暗灰色 20 

2 坪 (5. 7) KL B 淡灰色 70 

3 杯 5 6 K C 灰白色 80 

4 坪 6 0 BHKL C 淡灰掲色 70 

5 坪 14 6 4.9 6.7 ABFIKL C 黄褐色 90 器面に鉄分 底部に油煙？付着

6 坪 13 7 5.2 6 2 ABCKL C 質橙色 100 内面炭化物付着

7 高台付碗 13 5 5.8 6.9 BDKL C 暗オリーブ色 100 底部高台内面に重ね焼きの痕跡

8 高台付碗 7.0 BKL A 暗青灰色 50 ， 甕 (18 0) BKL B 淡赤褐色 15 内面風化

10 砥石 長径11sx短径4sx厚さ 2.9cm、重腿201.9 g 

11 紡錘車 長径4lX短径4.lX孔径o.sx厚さ2.8cm、重量594 g 
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第303図 第86号住居跡遺物分布図
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第87号住居跡（第304図）

調査区の中央北側、 W-8グリッドに位置 し、中央

部を後世の溝跡SDl21、122と重複 して いる。乎面形

態は長方 形て‘‘、規模は長辺3.87m、短 辺 3.llm、深さ

第304図第87号住居跡

S0122 

"----cP,_f 

〇゚ぃ
0
¥
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A
-

A 17. 80 
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A
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0.12mてある。主軸方向はN-42°-Eてある。

覆上はロー ム粒子 、 焼 土粒子 を少 量含 む暗 褐 色土て‘‘

構成される が、溝 との重複によ って南側は土層に変化

がみら れた。

呵

c
 

c
-

言
D
-

D' 

麟
SJ 8 7 

1 灰褐色士 ローム粒子微贔、白色粒子少量、

灰褐色粘土粒子多量含む。

2 黒褐色士 ローム粒子少贔含む。

3 暗褐色士 ローム粒子少最、炭化粒子、

焼土粒子多量含む。

4 暗褐色士 ローム粒子多量、焼士粒子・

少櫨含む。

5 暗黄褐色土 ローム粒子多量、ロームブロ

ック少最含む。軟質。

6 黄褐色土 ローム粒子多量、ロームプロ

ック少絋含む。

7 暗褐色士 ローム粒子、ロームブロック

少量含む。
8 暗黄褐色土 ローム粒子、ロームブロック

少量含む。

9 暗褐色土 ローム粒子少贔、焼土粒子、炭

化粒子多量含む。粘性あり。

10 暗黄褐色士 ローム粒子、ロームブロック多

量含む。軟質。

?m 
1 9 60 
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カマドは検出されなかったが、 SD122と東辺の交

差する地点のピット (P 1) 内から焼土が検出された

ことや、 P2が貯蔵穴に該当すると考えられることか

ら、 Plがカマドの燃焼面て‘‘あったと推定された。

床面は平坦て‘‘、炉跡や柱穴などの付属施設は検出さ

れなかった。壁溝はカマドの推定部分を除いて全周す

る。

出土遣物（第305図）

出土遺物には須恵器坪、広口壺、甕、酸化焔焼成碗、

土師器甕がある。

1 • 2は須恵器坪て‘‘、 2は1に比べて体部下半に膨

らみをもつ。 1はロクロ痕銃を強く残している。 1は

末野産と考えられるが、 2は不明て‘‘ある。 3は酸化焔

焼成の碗てある。淡橙褐色て‘‘、ロクロを用いて成形さ

れているが、体部の張りが強く、底径がやや小さい。

4は須恵器長頸瓶の口縁部の破片てある。 5は須恵器

甕の胴部上半の破片て‘ヽ、外面は平行叩きてある。 6は

須恵器広口壺の破片て‘‘、底部付近は横方向のヘラケズ

リが入る。 7は土師器甕て‘‘、「コ」の字日縁の形態が崩

れ始めている。

第305図 第87号住居跡出土遺物
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第306図 第87号住居跡遺物分布図
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第87号住居跡出土遺物観察表（第305図）

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎 土 焼成

1 坪 (12 2) 3.9 (5 5) BKL C 

2 碗 (6.0) KL A 

3 碗 (14 4) 6.3 (5 8) CKL C 

4 長頸瓶 (10 8) CKL A 

5 甕 BDKL A 

6 甕 (12.6) BKL A 

7 甕 (21.0) BKL A 

第88• 89号住居跡（第307~309図）

調査区の中央北側、 W-7. 8グリッドに位置 して

いる。SJ105の東、約1.5mに隣接し、 SJ88が89を

切り込むように構築されている。SJ88 • 89の北西隅

は、調査区外になるため、 89の壁溝はすべてを確認す

ることはてきなかった。

SJ 88の平面形態は不整長方形て‘‘、規模は長辺4.43

m、短辺3.50m、深さ 0.30mてある。主軸方向はN-

127°-Sてある。SJ89は南辺は88との重複によって

不明瞭て‘、あるが、残存する長辺は3.58m、短辺3.30m、

深さ 0.27mてある。主軸方向はN-96°-Sてある。

SJ 88の覆土はロ ーム粒子と炭化物を含む暗褐色

土て構成されるが、カマド付近ては炭化物の量が多 く

みられた。床面はほぼ平坦て｀あるが、中央部などに凹

凸もみられた。

カマドは東辺の南寄りに 1碁検出された。壁を約

1.5m掘り込んて構築されており、焚口から長さは約

2.3mてある。柚は既になく、断面の観察から側壁の崩

落も観察された。燃焼面は中心部がピット状になって

おり、床面からは20c而呈の深さがある。燃焼面の奥壁

から煙道にかけては急角度て‘‘立ち上がる。燃焼面付近

の壁や底面の被熱は全体に強く、赤褐色化していた。

貯蔵穴はカマドの南側角て検出された。形態は直径約

40cm、深さ 14cmの円形て‘‘、覆土中には焼土が少量含ま

れていた。

壁溝はカマドと貯蔵穴を除いて全周し、南側がやや

深い。また、南辺寄りの床面か らは長径1.04m、短径

0.87m、深さ 0.20mの土猥SKlが検出された。覆土

は焼土粒子を含む黒褐色土て‘‘構成されるが、炭化物や

スラグなどは検出されなかった。また、ヒ°ットは貯蔵

色 調 残存率 備 考

賀橙色 30 

灰色 10 

浅黄橙色 30 

暗赤褐色 10 日縁部釉

青灰色 10 

赤褐色 10 体部下端釉

赤褐色 40 器面全体風化

穴の他に 1基検出されたが、カマドの焚口付近に位置

しており、主柱穴とは判断しなかった。

出土遺物（第310図）

出土遺物には、須恵器坪、蓋、 高台付碗、甕、土師

器甕、紡錘車がある。遺物の多くはカマド周辺から出

土したものてある。 1~ 6は須恵器坪て、形態や大き

さが類似している。直径約12cm、底径約 6cm、器高 4

cm弱て‘‘、体部下半が膨らみ、体部下半から底部にかけ

て厚手のつくりてある。 7は須恵器蓋、 8は須恵器甕

の小破片てある。 1 ~ 8はいずれも南比企産て‘ある。

9は高台付碗て‘ヽ 、口縁部が端部て‘‘僅かに外反する。産

地は不明。10• 11は土師器甕の口縁部から胴部にかけ

ての破片て‘ある。「コ」の字口縁は胴部に移行する付近

から外側に開き始めている。12は滑石製の紡錘車て‘‘、

部分的に欠落しているが、全面にわたって丁寧に研か

れている。

SJ 89の覆士はロ ーム粒子を少量含む暗褐色土て‘‘

構成され、床面付近ては炭化物と焼土が混入していた。

床面は平坦て‘‘あるが、壁際に向かってやや傾斜してい

る。床面には部分的に焼土が付着している箇所があり、

焼土に混じってスラグの粒子も確認された。掘形をも

つ炉跡や鉄製品は検出されなかったが、カマドを 2基

保有するなど小鍛冶に関連する住居の可能性も考えら

れる。

カマドは北辺（カマド b) と東辺（カマド a) に2

基検出された。検出状況からカマド bが古く、カマド

aヵ噺しいことヵ咽認された。カマド bは北辺中央や

や東寄りに付設されていた。既に袖はなく、覆土の層

位にも人為的に埋め戻されたような土層変化 も観察さ

れた。
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第307図 第88• 89号住居跡

B 
4 

翠淡：

SJ88・89 
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 黒褐色土

4 褐色土

5 暗黄褐色士

6 暗褐色土

7 暗褐色土

8 褐色土

9 暗褐色士

10 褐色土

SJ89 

三

SJ88 

攪乱

l ‘／丸~J l 
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9，橋乱ヽ 9 口10 Io-c知, 

-三一-上--
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A 17 80 A‘ 

ホ10 ，八_＼ ~ゞ 

攪乱 B' 
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葵ミ 惑 窯冒澤言7澤澤禁4 ‘ 翠

灰色粒子少量、ローム粒子多最含む。

ローム粒子少葦、炭化粒子、炭化物多籠含む。

ローム粒子、炭化粒子多量、ロームプロック

少量含む。

ローム粒子多嚢含む。軟質。

ローム粒子、ロームプロ ック多呈含む。

ローム粒子少盤、炭化粒子、炭化プロック

多最含む。

ローム粒子、炭化粒子多羹、ロームプロック

少量含む。

ローム粒子少拡、焼土粒子多伍含む。

焼土粒子、炭化粒子多枇含む。

ローム粒子多誠含む。

D D' E E' 

瓢 言`

11 暗褐色土

12 暗褐色土

13 褐色土

14 暗黄褐色士

15 暗褐色土

16 暗褐色土

17 褐色土

18 黒褐色土

19 明褐色土

20 暗褐色土

2] 暗褐色土

22 暗褐色土

， 

ローム粒子少董含む。

ローム粒子多量、炭化粒子少羹含む。

ローム粒子多蘊、ロームプロック少最含む。

ローム粒子多量含む。軟質。

灰褐色粘土粒子多最、焼土粒子少最含む。

灰褐色粘土粒子多最、ローム粒子少址含む。

ローム粒子、焼土粒子、灰褐色粘土粒子

ロームブロック少蘊含む。

焼士粒子、ローム粒子微量含む。

ローム粒子多籠含む。

ローム粒子少量、ロームブロック多贔含む。

ローム粒子多贔、ロームブロック少量含む。

ローム塊、ロームブロック少最含む。
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第308図第88号住居跡カマド
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SJ88カマド

1 暗掲色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 黒褐色土

6 赤褐色土

7 黄褐色士

8 暗赤褐色土

9 黄褐色土

10 黄褐色土

胃

ローム粒子微最含む。

ローム粒子少量、焼士粒子、炭化粒子微贔含む。

ローム粒子、焼土粒子少最、炭化粒子多抵含む。

ローム粒子、ロームプロック少量、焼土粒子、

炭化粒子多量含む。

灰褐色粘土粒子多量、焼士粒子、炭化粒子

少量含む。

焼士粒子、焼土ブロック多贔含む。

ローム粒子多最、焼土粒子少拡含む。

焼土粒子多最含む。

ローム粒子多晨含む。

ローム塊。

燃焼面は床面から 15cm弱掘り込められている。カマ

ド内は土層に変化が生じているように、底面には凹凸

が多くみられた。底面から側壁は被熱の痕跡が認めら

れたが、奥壁付近は崩されたためか殆ど確認て‘‘きな

かった。

カマド aは東辺中央に付設され、袖は右側が一部残

存 していた。燃焼面は床面から 5crut呈掘り込まれ、カ

マド bに比べて底面は平坦て‘ある。覆土上層には焼土

II 赤褐色士

12 黄褐色士

13 黒褐色士

14 暗赤褐色土

15 暗褐色土

16 暗褐色土

17 暗褐色土

18 暗褐色土

19 暗褐色土

1m 
I :30 

ローム粒子少量、焼土粒子、焼土ブロック
多贔含む。

ローム粒子少誠含む。

焼土粒子、焼土プロック少籠、炭化粒子
多絋含む。

焼士粒子、焼士ブロック多絋、灰色粘土

ブロック少量含む。

焼土プロック少饂含む。

灰色粒子、ローム粒子少嚢含む。
ローム粒子多量含む。

ローム粒子多蘊、焼士粒千少量含む。

ロームブロック少量含む。

や灰白色粘土がブロック状に入り、天井付近の壁の崩

落を窺わせる。また、 側壁付近の土層には、ロ ームブ

ロックが多く含まれ、崩落したものと考えられる。袖

は灰褐色粘土とロームブロックて‘‘構築されていた。

貯蔵穴 (P1) は北東隅て‘検出された。長径55cm、

短径45cm、深さ 11cmの楕円形て＼覆土はSJ88に類似

する。壁溝の上に構築されているが、位置的にはカマ

ドbに付属するのが一般的に多く、このようなカマド
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第309図第89号住居跡カマド
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SJ 8 9カマド a • b 

1 暗灰褐色土灰褐色粘土粒子、焼土粒子、焼土

プロック多量含む。
2 褐色土 灰褐色粘土粒子微最、焼士粒子、

炭化粒子少籠含む。

3 褐色土 ローム粒子少量含む。

4 暗褐色土 ローム粒子、焼土粒子、灰褐色

粘土粒子少最含む。

5 暗黄褐色士 ローム粒子多温、ロームプロック

少最含む。

6 暗黄褐色土 ローム粒子多址、焼土粒子少拭含む。

7 暗褐色土 ローム粒子多籠、炭化粒子、焼土粒子

少最含む。

8 暗褐色土 灰褐色粘土粒子多絋、焼士粒子少最含む。

9 暗褐色土 焼土粒子多贔、炭化粒子、灰褐色粘土

粒子少最含む。

10 灰褐色土 灰褐色粘土粒子多位、焼土粒子少董含む。

11 暗褐色土 灰褐色粘土粒子、ローム粒子少贔、焼士

粒子多最含む。

灰褐色粘土粒子微籠、ローム粒子多最含む。

ローム粒子、ロームブロック多量含む。
焼土粒子、ローム粒子、炭化粒子少最含む。

ロームプロック、ローム塊少最含む。

12 暗褐色土

13 暗黄褐色土

14 暗褐色土

15 黄褐色土
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の左側に位置する例は少ない。壁溝は住居跡の北西部

が調査区外となるため不確定な部分を残すが、基本的

にはカマド周辺を除いて全周するものと考えられる。

また、 SJ88と重複する部分の壁溝については、 sJ 

第310図 第88号住居跡出土遺物

□ 口

〔ニ

□ 

＼ 

躙則には検出されなかったため、 SJ88の壁溝構築時

に重なったものと推定した。柱穴などの付属施設は検

出されなかった。

出土遺物（第3日図）
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第88号住居跡出土遺物観察表（第310図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎士 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 12.2 4 1 6.6 ACKL C 褐灰色 90 
2 坪 12.5 3.9 6.7 CGKL C 灰黄色 90 
3 杯 (12.4) 3 3 6.0 CGKL B 灰色 50 外面に釉

4 坪 11. 6 3 9 6.4 CDKL A オリープ灰色 90 
5 坪、 12.8 3.9 6.7 ACDKL C 灰色 90 
6 坪 6.0 ACGKL C 灰色 30 内面に炭化物付着

7 蓋 (18.0) BCKL B 灰色 10 
8 甕 BKL A 暗緑灰色 10 ， 高台付碗 (16. 5) 6 5 8.1 DGKL C 灰臼色 30 
10 甕 (19. 0) HKL A 赤褐色 20 
11 甕 (19.0) HK A 暗赤褐色 15 

12 紡錘車 長径390X短径375X孔径Ogx厚さ 1.0cm、重量22.92 g 
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第311図 第89号住居跡出土遺物
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第89号住居跡出土遺物観察表（第311図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成

1 杯 (12.3) 3.8 (5.2) CKL A 

2 杯 (12.4) 3 9 (6.0) CKL C 

3 坪 (12.4) 3.7 5.2 CDKL A 

4 坪 (12.0) 3.5 5.6 ACGKL A 

5 杯 12.8 3.8 6.2 CKL A 

6 杯 (12.6) 3 8 (6.0) ABCKL A 

7 杯 12.0 3.6 5.3 BKL C 

8 杯 (11.6) 3.4 (5.6) BCKL A 

9 碗 (15.0) 5 7 8.0 CDKL C 

10 高台付碗 (6.8) ABDKL C 

11 高台付碗 (14.0) IKL C 

12 皿 (15.5) 3 2 (6. 7) CKL A 

13 甕 (12.4) BK A 

14 台付甕 12.0 EHKL A 

15 紡錘車 長径4.7X短径47cm CKL A 

＼ 三
9 :•→• ・

〇̀:吟峰翌

＼ 二 三 7 □--

：ロン~ 11 

ロI 

口こc::::i
l 

゜， 10cm 
13 

色 調 残存率 備 考

灰色 50 

灰白色 20 内外面にうすく炭化物付着

オリ ープ灰色 50 底部に「 B」の墨書

オリ ープ灰色 50 

灰白色 90 火だすき痕

灰色 20 

オリ ープ灰色 100 底部に籾による圧迫痕 外面にうすく付着物

赤褐色 40 口縁上に釉

淡黄色 60 

黒褐色 10 

明赤褐色 10 

赤褐色 20 器面に鉄分の付着 内面に重ね焼きの痕跡

淡暗赤褐色 40 

橙褐色 90 

100 孔径0.6X厚さ07cm、重量202 g 須恵坪底部転用
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第312図 第88• 89号住居跡遺物分布図
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出土遺物には須恵器坪、碗、高台付浣、皿、土師器

台付甕、紡錘車がある。遺物はカマド a周辺及び覆土

中を中心に出土している。 1 ~ 8は須恵器坪て‘‘、口径

約12cm、底径約6cm、器高約3.5cmとSJ88出土遺物と

大きさは殆ど変わらないが、形態的には体部が直線的

に開くタイフ゜と体部下半に膨らみをもち、口縁部端部

て外反するタイプの 2種類に分けることがてきる。ま

た、厚みも一定てはなく、ばらつきがある。底部の調

整は回転糸切りて‘‘、 3の底部中央には、「日」の文字が

墨書されている。生産地は 6• 8以外は南比企産て‘あ

る。

9は須恵器碗て、、体部下半がやや屏手て‘‘、ロクロ痕

跡を明瞭に残す。南比企産。 10• 11は須恵器高台付碗

の破片て‘ヽ 、末野産て‘‘ある。 12は須恵器皿て｀、推定口径

15.5cmとやや大振て‘‘ある。 13• 14は土師器台付甕て‘、

口縁部はともに「コ」の字口縁て‘あるが、 13は口縁部

から胴部へ移行する部分に崩れがみられる。 15は須恵

器坪を転用した紡錘車て‘、ある。中央に直径約6mmの孔

をあけ、外周は砥石などて研磨されている。杯の底部

は手持ちヘラケズリてある。

2つの住居跡の年代は、出土遺物からともに 9世紀

後半頃と考えられる。

第313図 第90号住居跡出土遺物

□ ＼ 

第90号住居跡（第314図）

調査区の中央南側、 P-13グリッドに位置し、南西

部を攪乱と重複している。平面形態は長方形て‘‘、規模

は長辺3.73m、短辺2.42m、深さ0.20mてある。主軸

方向はN-41°-Eてある。

住居跡の覆土は南西部を中心に攪乱が入るが、基本

的にはロームブロックを少量含む暗褐色土て＼攪乱の

入る部分を除いては土層に大きな変化はみられなかっ

た。焼土や炭化物は主にカマド周辺だけに観察された。

床面は平坦て‘‘、貼り床は確認されなかった。

カマドは東辺中央に 1基検出された。袖は既にな

かったが、断面には構築材とみられる灰色粘土粒子が

みられた。燃焼面の掘形は、床面から約 5cm掘り込ま

れ、中央に直径約10cmのヒ°ットが検出された。ヒ°ット

の覆土はロームブロックが主体て‘‘、焼土などは殆ど含

まれず、支脚などが置かれていた可能性も考えられる。

燃焼面は床面とほぱ同ーレヴェルて‘ヽ、底面から側壁に

かけては被熱によって赤褐色化していた。

貯蔵穴はカマドの右側、南東隅に検出された。平面

形態は円形て‘ヽ 、直径約45cm、深さ 16cmて‘‘ある。覆土下

層には灰色粘土粒子が多く含まれていた。この他に

ピットなどは検出されなかった。また、壁溝はカマド

と長辺の一部を除いて全周する。

ロニー ＼口~7
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第314図 第90号住居跡 ・カマド
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SJ 9 0 
1 攪乱。

2 暗褐色土 ロームブロック微量含む。
3 暗褐色士 ローム粒子、ロームブロック、

黒褐色ブロック少量含む。
4 暗黄褐色土 ローム粒子、ロームブロック

少蘊含む。
5 暗褐色士 ローム粒子少量含む。
6 暗褐色土 ローム粒子多誠、焼土粒子、

灰色粘土粒子、ロームブロ
ック少量含む。

7 暗灰褐色土灰色粒子、焼土粒子多温、
灰色ブロック少最含む。

8 暗黄褐色土 ローム粒子多最、ローム
プロック少葦含む。

9 暗褐色士 ロームブロック少蘊含む。
10 暗褐色土 焼士粒子、焼士ブロック多量

含む。
11 明褐色土 焼土粒子微量、黒色粒子、

白色粘土粒子多最含む。
12 暗褐色土 焼土粒子、ロームブロック

多量、炭化物少量含む。
13 明褐色土 ローム粒子少量含む。
14 暗褐色士 焼土粒子、焼土プロック少量

含む。
15 暗褐色土 ロームブロック多星含む。
16 暗褐色士 ローム粒子少量含む。
17 灰白色土 灰色粒子多量含む。
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出土遣物（第313図）

出土遺物には須恵器坪、高台付碗、土師器杯、台付

甕、刀子がある。遺物はカマド内に多く、底面て‘はな

く壁際から出土している。 1は須恵器杯て‘ヽ 、口縁部先

端が僅かに外反する。南比企産て‘ヽ 、底部は回転糸切り

て‘‘ある。 2~4は、須恵器高台付碗の底部付近と口縁

部の破片て‘ある。いずれも末野産て｀、底部の中心部は

体部に比べて薄手なつくりになっている。 5は土師器

杯の口縁部小破片てある。外面は口縁部先端て‘‘小さく

屈曲し、内面には横方向にミガキが入る。 6は土師器

小型甕の口縁部付近の破片て‘‘ある。 7は鉄製刀子の破

片て基部と身の一部を欠く 。

住居跡の年代は、出土遺物から 9世紀後半と考えら

れる。

第315図 第90号住居跡遺物分布図
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第90号住居跡出土遺物観察表（第313図）

番号 器種 口 径 器高 底径 胎上 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 12.6 4.2 6.0 ADGKL C 灰黄色 60 

2 闇台付碗 7.2 BFKL C 灰白色 10 

3 高台付碗 6 6 BGKL A 暗青灰色 10 

4 高台付浣 (13 0) ADEIKL C 灰黄色 10 

5 坪 (14 0) BK A 褐色 10 上師器

6 甕 (10.0) K B 淡茶褐色 40 口縁部炭化物付着

7 刀子 長さ (9.1)X身幅0.9X棟幅0.3cm、重鼠8.46g 
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第316図 第91号住居跡
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SJ 9 1 

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 明褐色土

7 暗黄褐色土

8 暗褐色土

9 明褐色土

10 明褐色土

11 暗褐色土

ローム粒子、ロームプロ ック少最含む。
ローム粒子多最、ロームプロ ック、焼土ブロック
少最含む。

ローム粒子多董、ロームプロック少量含む。
ローム粒子、ロームブロック、焼土ブロック多
含む。

ローム粒子少量、ロームプロック多温含む。
ローム粒子少最、ロームプロック多温含む。
ローム粒子多量含む。
ローム粒子、焼土粒子、焼土プロック、ローム
ブロック少量含む。
ローム粒子少籠含む。

ローム粒子多最、ロームプロック微量含む。
焼土粒子多量、ローム粒子、焼土プロック少伍
含む。
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量

E' 

12 暗褐色土

13 暗褐色土

14 暗褐色土

15 暗褐色土

16 暗黄褐色土
17 暗褐色土

18 暗褐色土

19 暗褐色土

20 暗褐色土

21 暗褐色土

22 暗褐色土

23 暗褐色土

24 暗褐色土
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焼土粒子、白色粒子少最、ローム粒子、黒褐色
粒子多量含む。

ローム粒子、焼土粒子、白色粒子、焼土プロック
多最含む。

焼土粒子多量、ロームブロック少量含む。
焼土粒子、ロームブロック少最、黒褐色粒子多
含む。

ローム粒子多量含む。
ローム粒子微最、ロームプロック少量含む。
ローム粒子、ロームプロック多最含む。
ローム粒子少最、ロームブロック多量含む。
ローム粒子、ロームブロック少最含む。
ロームブロック多量含む。

ローム粒子、焼土粒子少量含む。
ローム粒子多量含む。

ローム粒子、ロームプロック多贔含む。

第91号住居跡 （第316図）

調査区の中央北寄りのW-10グ リッドに位置 して

いる。 1主居跡は西側を後世の土堀SK916 • 975と重複

するため、西辺の約半分が壊されている。平面形態は
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不整長方形て‘ヽ、東辺が極端に短い。規模は長辺4.00m、

短辺2.80m、深さ 0.20mて‘‘ある。主軸方向はN-11°―

Wて‘‘ある。

住居跡の覆土は、焼土ブロックを含む暗褐色土て構

成されるが、焼土はカマドの底面を除いては住居の覆

土中に多く分散しており、人為的な土層の変化が予想

される。床面は中央部がやや窪んて‘‘いるが、ほぱ平坦

てある。中央部から南辺にかけては、長さ 1.80m、幅

1.65mにわたっで焼土と炭化物が床面て‘‘検出された。

第317図 第91号住居跡出土遺物

-―  

口

焼土を取り除くと、掘り込みや被熱した箇所もなく、

スラグなども検出されなかったため、炉跡などてはな

く、二次的に廃棄されたものと推定した。

カマドは、北辺中央を約50cm掘り込んて付設されて

いた。袖は左右とも一部残存し、灰褐色粘土とロ ーム

ブロックて｀構築されていた。側壁は攪乱によって左右

に広がっている（第316図）が、本来は内側の線がカマ

ドの側壁の位置と推定される。底面は平坦て‘ヽ、床面か

ら約10cmの掘り込みがあり、奥壁から煙道にかけては
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第91号住居跡出土遺物観察表（第317図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 杯 (13.4) 3.6 5.6 BK A 青灰色

2 坪 (13 2) BK C 灰色

3 高台付碗 BK A 灰色

4 高台付碗 7.4 BK A 灰色

5 坪 (11. 6) BCK A 赤褐色

6 杯 (12. 8) BCK A 赤褐色

7 台付甕 (11. 0) HK A 黒褐色

8 台付甕 (10 0) KL A 暗赤褐色， 甕 (20.0) GHK A 赤褐色

10 甕 (22.0) GHK A 赤褐色

11 砥石 長さ (5.9)X幅59X厚さ 25cm、重贔825 g 

12 砥石 長 さ(5.5)X幅37X厚さ21cm、重量56.2g 
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5 cm余りの段差をもって立ち上がる。奥壁付近か らは

台付甕の破片が出土した。

ピットは1蒻関庚出されたが、上層には攪乱もあった

ため、 一部は後世に帰属するものと考えられる。また、

P1・2については、位置や大きさなどから貯蔵穴の

可能性が考えられる。壁溝は南東隅と北東隅て‘‘検出さ

れた。

出土遺物（第317図）

出土遺物には須恵器坪、 高台付碗、酸化焔焼成坪、

土師器台付甕、 甕、砥石がある。遺物はカマド内、床

面を中心に出土したが、 一部覆土上層からも出土して

いる。 1 • 2は須恵器坪て‘、あるが、 2は高台付碗の可

能性も考えられる。口縁部先端て‘‘僅かに外反する。底

部は回転糸切りてある。 3• 4は須恵器高台付碗の底

部～体部下半の破片てある。 5• 6は酸化焔焼成の坪

てある。ロクロは使用しているが、 意識的に赤褐色又

は橙褐色にしたものて‘ヽ、明らかに須恵器て‘結果的に酸

化焔焼成のように橙褐色化したものとは異なってい

る。 7• 8は土師器台付甕てある。 8はやや大振りて‘‘、

カマド内より出土した。 9• 10は土師器甕の口縁部破

片てある。 9は 「コ」 の字口縁て‘、あるが、 口縁部先端

は面取り風になっており、丸味を欠いている。 10はロ

縁部が短く、 胴部は大きく「ハ」の字に開くものて‘あ

る。11・12は砥氏石の破損品て‘ある。 12は中央に孔を穿

ち、紐を通すようにしている。

住居跡の年代は、 出土遺物から10世紀前半頃と 考え

られる。

第318図 第91号住居跡遺物分布図
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第92号住居跡 （第319図）

調査区中央、北寄り のV-10グ リッドに位置 してい

る。SJ91の南、約 5mに隣接している。北辺を SD

736、西辺を SK673にといずれも後世の溝や土塘と一

部を重複 している。平面形態は長方形て‘ヽ、 西辺がやや

短い。規模は長辺3.78m、短辺3.07m、深さ0.14mて‘‘

ある。主軸方向はN-37°-Eてある。

覆土はロ ーム粒子を少量含む暗褐色土て構成され、

層位には大き な変化は見 られなかった。床面はほぱ平

坦て‘ヽ、東辺のヒ°ッ トの周囲はやや窪んて‘‘いる。また、

カマドの手前には長さ約50cm、幅約30cmの楕円形の範

囲に焼土が堆積 していた。焼土はやや浮いた状態に

第319図第92号住居跡
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S J 9 2 14 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロック多最含む。

1 灰褐色土 ローム粒子少紐、ロームブロック微磁含む。 15 暗掲色土 灰色粒子、ローム粒子少最含む。

2 暗褐色土 ローム粒子少最、焼土粒子、炭化物微蘊含む。 16 暗褐色土 灰色ブロック多最含む。

3 明褐色土 ローム粒子多贔含む。 17 暗褐色土 ロームプロック多量含む。

4 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック微最含む。 18 暗褐色土 ローム粒子、焼土粒子、ロームプロック少旦

5 暗黄褐色土 ローム粒子多量含む。 含む。

6 暗褐色士 ローム粒子少量、ロ ームプロック多最含む。 19 赤褐色土 焼土プロック多籠含む。

7 暗褐色土 ローム粒子少量含む。 20 暗黄褐色土 ロームプロック少証含む。

8 明褐色土 ローム粒子多籠、ロームプロック少贔含む。 21 明褐色土 ローム粒子少贔、ロームブロック微量含む。

9 明褐色土 ローム粒子、ロームプロック多最含む。 22 黄褐色土 ローム塊多塁含む。

10 明褐色土 ロームプロック多量含む。 23 暗褐色土 ローム粒子少泣、焼土粒子多最含む。

11 暗褐色土 ローム粒子少藷含む。 24 赤褐色土 焼士粒子、焼土プロック多贔、ロームブロック

12 暗褐色土 ロームブロック多量含む。 少最含む。

13 暗褐色土 ロームブロック少拡含む。 25 暗黄褐色土 ローム粒子、ロームブロック多品含む。
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第320図 第92号住居跡出土遺物
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第92号住居跡出土遺物観察表 （第320図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 (6 0) BCK A 淡青灰色 10 

2 坪 (14.0) BK A 暗青灰色 20 

3 高台付碗 BK C 暗灰色 30 

4 高台付碗 6.0 KL A 淡暗赤褐色 40 

5 杯 (14. 4) KL A 淡赤褐色 20 酸化焔焼成

6 高台付illL (15.0) 2.9 7.1 BK A 暗灰緑色 60 灰釉東遠江産

7 甕 (17.0) BK A 淡橙褐色 10 

8 甕 (17.0) BK A 暗赤褐色 10 ， 甕 20.0 BEG A 淡黒褐色 50 

第321図 第92号住居跡遺物分布図
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あったが、掘形は床面より数cmレンズ状に掘り込んて‘‘

いる。被熱部分は確認てきたが、スラグなどは検出さ

れなかった。

カマドは北辺東寄りに 1基検出された。北辺を約30

cm掘り込んて構築されているが、袖は検出されなかっ

た。底面は床面と同一レヴェルて‘‘、中央部だけ被熱て‘‘、

赤変していた。

壁溝は全周し、カマドの燃焼面まて‘‘及んて‘‘いる。壁

溝はカマドの中まては入ることはなく、入る場合はカ

マドを作り代える時て‘ある。住居跡の西辺は土横に壊

されて原形を留めていないが、周囲のヒ°ットも貯蔵穴

とみることもてき、カマドをこの部分に再構築した可

能性も考えられる。

ピットは 6基検出された。P1 • 2 • 6は貯蔵穴状

て‘‘、他のヒ°ットに比べて大型て‘浅い。

出土遺物（第320図）

出土遺物には須恵器坪、高台付碗、酸化焔焼成坪、

灰釉皿、土師器甕がある。遺物はカマド内及び床面か

ら出土している。 1 • 2は須恵器坪の破片て｀、底部は

回転糸切りてある。 3• 4は須恵器高台付碗の底部破

片てある。 1 ~ 4は、いずれも末野産と考えられる。

5は酸化焔焼成杯の口縁部破片て‘ある。ロクロ痕跡が

明瞭て‘ヽ 、橙褐色て‘‘ある。 6は灰釉皿て‘‘、ハケ塗りてあ

る。東遠江産と考えられる。7~ 9は上師器甕て‘‘、 7.

8は口縁部が短く、「＜」の字口縁て‘ある。 9は日縁部

が短く、器形も全体が丸みを強くしているが、まだ「コ」

の字日縁の名残がみられる。

1主居跡の年代は、出土遺物から 10世紀前半頃と考え

られる。

第93号住居跡（第322図）

調査区の中央北側、 V-11グリッドに位置する。住

居跡は、北側約半分を旧農事試験場の造成に伴って、

削られている。平面形態は長方形て‘‘、規模は長辺5.54

m、短辺3.80m（推定値）、深さ0.42mてある。主軸方

向はN-50°-Eて‘‘ある。

覆土は焼土粒子を多量含む暗褐色土て構成され、大

きな土層の変化はみられなかったが、壁際て‘‘は壁の崩

落に伴う堆積力所笹認された。床面は平坦てあるが、中

央部が僅かに窪んて‘‘いる。床面には所々に焼土や炭化

物の集中する箇所が検出された。

ヒ°ットは 3基検出された。P3は柱痕跡が認められ

たが、他の 2基はいずれも浅い。p1については焼土

や被熱力濯卸忍され、炉跡の可能性も考えられる。

壁溝は残存する部分ては全周し、南側がやや浅く

なっている。

出土遺物（第323図）

出土遺物には、須恵器坪、高台付碗、長頸瓶、酸化

焔焼成皿、土師器甕、紡錘車、穂摘み具、鎌、刀子が

ある。

1 ~ 9は須恵器杯て‘ヽ、日縁部は僅かに外反し、浅身

と深身がある。底部は回転糸切りてある。 10• 11は高

台付碗の底部周辺の破片て、、高台径には大小がある。

12 • 13は酸化焔焼成の皿と考えられる。小破片てある

が、明らかに須恵器の赤褐色した坪類とは異なる胎土

てある。14は須恵器長頸瓶の底部付近の破片てある。

底部はヘラケズリてある。

15~19は土師器甕の口縁部破片てある。いずれも

「コ」の字口縁て‘‘あるが、 15• 16は「＜」の字に近い

形態を示している。20は須恵器甕胴部破片を転用した

紡錘車て‘‘ある。周囲は砥石などて‘‘丁寧に磨かれている。

21~24は鉄製品てある。22は穂摘み具て‘‘、 SJ84の

出土例に類似している。2箇所に方形の目釘孔をもち、

背には木質とみられる繊維が付着していた。23は刀子

形鉄製品てある。刃部は刃がなく、模造品または未製

品の可能性が考えられる。24は錆の進行が進んて‘‘いる

が、鎌の破片と考えられる。25は鉄刀または刀子の刃

部破片てある。

住居跡の年代は、出土遺物から 9世紀後半 と考えら

れる。
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第322図 第93号住居跡
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1 暗褐色士

2
 

3

4

5

6

7
 

8
 

暗褐色土

明褐色土

暗褐色士

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色士

ローム粒子、焼土粒子多董、焼士プロック、

ロームブロック、炭化物少彙含む。

焼士粒子、炭化物少最、ロームブロック

多最含む。

ローム粒子多蘊含む。

ローム粒子少最含む。

ローム粒子、ロームブロック少量含む。

ローム粒子微最含む。

ローム粒子多墓、ロームブロック、炭化物

少量含む。

ローム粒子、ロームブロック少贔含む。

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
 

暗褐色士

暗褐色土

暗褐色土
暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗赤褐色士

暗褐色土

暗黄褐色士

暗赤褐色土

ローム粒子、焼土粒子少蘊含む。

ローム粒子少贔含む。

ローム粒子微温含む。
ローム粒子少量、炭化物多量含む。

ローム粒子多最、ロームブロック少量含む。

ローム粒子多量、焼土粒子少嚢含む。

ローム粒子、焼土粒子、焼土ブロック

少蘊含む。

焼土粒子少量含む。

ロームブロック少最含む。

ローム粒子、焼土粒子少量含む。

第93号住居跡出土遺物観察表（第323図）

番号 器種 口 径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 坪 12 7 4 2 6 0 BKL A 暗青灰色 100 体部に重ね焼きの破片付着

2 杯 (1 3. 0) 4.0 (5.6) CK A 灰色 30 
3 坪 (12 4) 3 3 (4.8) BCK A 淡赤褐色 20 
4 坪 (12 0) 3.6 (5.6) BCK A 灰色 30 
5 坪 12 5 4 3 5.9 BCKL C 暗灰褐色 60 
6 坪、 (13. 0) 3.3 (5 8) BCK A 暗灰褐色 20 

7 坪 (14.0) KL A 灰色 10 
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第323図 第93号住居跡出土遺物
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第324図 第93号住居跡遺物分布図
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第93号住居跡出土遺物観察表（第323図）

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 弄＇ 
8 坪 (13.0) BCK A 淡橙褐色 10 ， 坪 (12.0) 3.3 (5.2) CKL A 暗灰色 10 

10 高台付碗 (6 4) BKL A 青灰色 30 

11 高台付碗 8.4 BK A 黒褐色 80 

12 皿 (15.0) BK A 淡赤褐色 10 酸化焔焼成

13 皿 (16.0) K A 橙褐色 10 赤彩の可能性酸化焔焼成

14 甕 13 5 BCK A 灰白色 60 

15 甕 (18 4) HK A 暗赤褐色 10 

16 甕 (20.0) BHK A 暗赤褐色 10 

17 甕 20 0 HK A 暗赤褐色 10 

18 甕 (20 0) BK A 暗赤褐色 30 

19 甕 (21 0) HK A 淡橙褐色 20 

20 紡錘車 長径6.4X短径58X孔径08X厚さ0.7cm、重巌366 g 暗灰色 須恵器杯底部転用

21 鎌 長さ (7.15)X幅1.8X厚さ025cm、重雇14.19g 

22 穂摘み具 長さ 10.7X幅24X厚さ0.25cm、重量17.79g

23 刀子 長さ 12.SX身幅1.1X棟幅0.4cm、重量28.27 g 

24 鎌 長さ (4.6)X幅2.7X厚さ02cm、重最12.51 g 

25 刀千 長さ 27X身幅24X棟輻07cm、重量19.14g 

第94• 95号住居跡（第325• 326図）

調査区の中央北側、 U-10グリッドに位置する。 2

軒の住居跡は、 SJ94をSJ95が切り込む形て‘重複し

ている。平面形態はともに長方形て‘、 SJ94がやや大

型てある。規模はSJ94が長辺4.35m、短辺3.27m、

深さ 0.12m、SJ95が長辺3.68m、短辺2.38m、深さ

0.20mてある。主軸方向はSJ94がN-49°-E、SJ

95がN-33°-Wてある。

SJ 94はローム粒子、焼土粒子を少量含む覆土て｀構

成され、一部攪乱が入るものの壁際などにも特に土層

の変化は観察されなかった。床面は平坦て‘ヽ、検出され

なかった。

カマドは東辺中央に 1基付設され、住居に対して主

軸が北方向にやや振れている。煙道付近は後世の溝s
Dl51と重複するため、一部層位が変化していた。柚は

左右とも一部残存していたが、焚口付近ては崩れ、周

辺には構築材の灰白色粘土ブロックを確認て｀きた。

燃焼面は床面から約10cm掘り込まれ、底面は平坦て‘‘、

奥壁付近まて‘‘被熱て‘赤変していた。また、底面奥ては

須恵器甕が出土 した。

ピットは 7基検出されたが、いずれも配置が不規則

てある。 P1 • 4は壁溝と重なっており、あるいは後

世に帰属する可能性も考えられる。壁溝はカマドの部

ミニチュアか？

刀子形鉄製品茎幅0.65X厚さ04cm 

鎌の破片

刃部片

分を除いて全周し、南側に緩やかに傾斜している。

出土遺物（第327図）

出土遺物には須恵器杯、高台付碗、甕、酸化焔焼成

坪、灰釉碗、土師器甕、小皿がある。

1 ~ 3は須恵器坪の破片て‘‘、 1は底部に判読て‘‘きな

いが墨書がある。 4~ 6は須恵器高台付碗て‘ヽ、口径約

14cm、底径 7cm弱、器高 6cm前後て‘‘ある。 6は厚手て‘‘、

焼成温度が低い。破片が小さいため、長頸瓶の可能性

も考えられる。 7は長頸瓶瓦 8は甕の破片とみられる。

9は酸化烙焼成の坪て‘‘、厚手のつくりてある。ロクロ

を使用し、橙褐色に焼き上がっている。底部は回転糸

切りて‘ヽ 、胎土は粒子が細かい。 10は灰釉碗の破片て‘‘、

灰釉はつけがけてある。 11は土師器小皿て‘‘あるが、作

りが丁寧て‘‘、後世の混入の可能性もある。 12• 13は土

師器甕の破片て‘‘、 12は日縁部が短く、大振りてある。

14は刀子の茎部破片て‘ヽ、先端も一部欠損している。 15

は鉄製の錐とみられるが、時期なども特定力瑾佳しい。

基部は一部木質が残っていた。土製の支脚は脆く、実

測が不可能てあった。

SJ 95は北辺に後世の土壊と 4基重複し、覆土上層

には変化がみられた。覆土にはロームブロックを多く

含む暗褐色土て構成され、人為的な埋め戻しなどが行

なわれた可能性がある。床面は凹凸があり、特に中央
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第325図第94• 95号住居跡
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SJ94・95 

1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 暗掲色士
4 暗黄褐色士

5 暗褐色土
6 暗褐色士

7 暗褐色土

8 明褐色土
9 暗褐色士

ローム粒子、灰色プロック、ロームブロック少量含む。
ローム粒子、ロームプロック多量含む。
ローム粒子多量、焼土粒子微量、ロームプロック少贔含む。
ローム粒子、ロームブロック多量含む。粘性あり。
ローム粒子、ロームブロック少量含む。
ローム粒子、白色粘土粒子、ロームブロック多絋、焼土粒子
微量含む。
灰褐色粒子、焼士粒子微量、ローム粒子少贔含む。
ローム粒子、ロームブロック多星含む。
ローム粒子多籠、焼土ブロック少量含む。

10 明褐色士

11 暗褐色土
12 暗掲色土
13 暗褐色土

14 暗褐色土
15 暗褐色土

16 明褐色士
17 暗褐色土

18 暗褐色土

19 明褐色土
20 明褐色土

ローム粒子多星、焼土粒子、ローム
プロック少鵞含む。
ローム粒子少量、焼土プロック微籠含む。
ローム粒子、ロームブロック少量含む。
ローム粒子少贔、ロームプロック多最
含む。
ローム粒子微輩含む。
ローム粒子少量、ロームプロック多量
含む。

ロームプロック少量含む。
ローム粒子、焼土粒子少量含む。
ローム粒子、ロームプロック多最、焼土
粒子少量、焼土プロック微蘊含む。
ローム粒子、ロームプロック少最含む。
ローム粒子、ロームプロック多贔含む。
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第326図 第94• 95号住居跡カマ ド
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SJ94カマド

1 灰褐色土

2

3

4

 

5

6

7

8

9

 
10 

11 

12 

13 

B 

量

□言

暗褐色士

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色士

明褐色土

明褐色土

赤掲色士

灰褐色士

暗褐色士

暗褐色土

黄褐色土

SJ 9 5カマド

14 暗褐色土

5

6

 

l

l
 

17 

18 

19 

20 

21 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

ローム粒子、灰色粘土粒子、ロームプロック

少蘊含む。

ローム粒子微最、焼土粒子多董含む。

ローム粒子、白色粘土粒子少量、焼土粒子多晨

含む。
ローム粒子、焼土粒子少最、白色粘土粒子多量

含む。
ローム粒子、焼士粒子微量含む。

ローム粒子、焼土粒子少最含む。

ローム粒子少晨含む。粘性あり。

ローム粒子微贔、白色粘土粒子多贔含む。

ローム粒子、灰色粒子少温、焼土粒子、焼土

プロック多董含む。

焼土粒子、灰色粒子、灰色ブロック微量含む。

焼土粒子、灰色ブロック少量含む。

ローム粒子多嚢、ロームプロック少盤含む。

灰色ブロック少星含む。

暗褐色土

明褐色士

明褐色土

暗褐色土

明褐色土

暗褐色士

暗褐色土

22 暗灰褐色土

23 暗褐色土

暗褐色土

赤褐色士

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

ローム粒子、焼土粒子少最、ローム

プロック多饂含む。

ローム粒子、焼土粒子微最、ローム

プロック少量含む。

ローム粒子、ロームブロック微量、

焼士粒子少量、白色粘土ブロック

多量含む。

焼士粒子多最、焼土プロック少量

含む。

白色粘土粒子、焼上粒子多最含む。

焼士粒子、白色粘土塊少呈含む。

ローム粒子、白色粘土粒子少量、

焼土粒子微祗含む。

ローム粒子、ロームブロック多蘊

含む。

白色粒子多量、焼士粒子少誠含む。

焼士粒子、白色粒子少籠、ローム

プロック多量含む。

ローム粒子、焼土粒子、白色粒子

少量、ロームブロック多量含む。

暗黄褐色土 焼土粒子微絋、ローム粒子多量

含む。

焼土粒子、焼土プロック多量含む。

焼士粒子微最含む。

焼上粒子、ロームプロック、白色

ブロック少量含む。

ローム粒子、ロームブロック少量、

焼土粒子、白色粒子微量含む。

ロームプロック少量含む。

粘性あり 。

ローム粒子、ロームプロック多量、

黒色粒子微籠含む。

ローム粒子、ロームプロック少籠

含む。

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

!m 
l :30 
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第327図 第94号住居跡出土遺物
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部は著しい。中央部て‘‘は焼土や炭化物がまとまって確

認されたが、炉跡は検出されなかった。

カマドは北辺やや東寄りに付設され、煙道付近はS

＿＼こロ
12 

□ 3 10cm 
1 : 4 

K716と約半分が重なっている。カマドは北辺を約70

cm掘り込んて構築されている。燃焼面の掘形は、手前

側が床面から約20cmピット状に掘り込んだ後、ローム

ブロックなどて平坦面をつくりだしていた。底面は奥

壁あたりまて被熱部分があり、赤変していた。袖は検

出されなかったが、周辺の覆士中には白色粘土ブロッ

クが多く確認された。

貯蔵穴 (P1) はカマドの右側、隅部分て検出され

た。 SJ94のp1と同規模てあるが、深さは10cm余り

と浅く、断面の形態も異なっている。ヒ°ットはこの他

に6基検出された。壁溝は南辺と西辺の一部を除いて

全周する。

出土遺物（第328図）

出土遺物には、須恵器坪、碗、酸化焔焼成坪、土師

器台付甕、甕がある。遺物は覆土中から出土したもの

が多く、一部SJ94からの混入した可能性もある。

-400-



第94号住居跡出土遺物観察表（第327図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 (6 0) BCK A 暗灰褐色 30 旦宇車戸

2 坪 (14.0) BHK A 灰褐色 20 

3 杯 (16.0) K A 淡褐色 10 鉄分付着

4 高台付碗 (14.4) 5.6 6 8 BK C 暗灰褐色 50 

5 高台付碗 13.9 6.0 6.8 BK C 暗灰褐色 60 

6 長頸瓶 (8 0) HKL C 淡赤褐色 20 

7 長頸瓶 BKL A 淡灰褐色 30 

8 甕 KL A 灰褐色 10 ， 坪 12.8 5.3 5 2 K A 淡橙褐色 90 鉄分？付着酸化烙焼成

10 高台付碗 (8.0) K A 淡灰色 20 灰釉

11 皿 12 5 2 2 (6 5) BK A 橙褐色 50 

12 甕 (21.0) BK A 黒褐色 10 

13 甕 4 0 GK A 暗赤褐色 30 

14 刀子 長さ (5.8)X身幅07X厚さ0.25cm、重量4.91g 茎部

15 錐 長さ (9.2)X幅1.3cm

第328図 第95号住居跡出土遺物

口 ＼ ロニノ口

口 □5
¥ 6 

゜
10cm 

1 : 4 

第95号住居跡出土遺物観察表（第328図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

1 杯 (12 4) 3 7 6.2 BCK A 暗灰褐色 40 

2 坪 5.2 BCK A 灰色 60 

3 碗 (14. 0) 6.0 (7.2) BK C 淡灰色 20 

4 坪 (13. 6) 4.0 (6.6) K A 橙褐色 20 酸化焔焼成

5 小型甕 (14 0) KL A 赤褐色 30 

6 甕 (19.0) BK A 暗赤褐色 10 

7 甕 (4.2) BCK A 暗赤褐色 20 

1 • 2は須恵器杯て‘ヽ、底部は回転糸切りてある。 3

は須恵器碗て‘、日径（推定）は約14cmと小振りて‘‘、体

部下半に丸みがある。 1~3はいずれも南比企産て‘あ

る。 4は酸化焔焼成の坪の破片て‘‘、体部下半と底部の

調整はヘラケズリてある。 5は土師器台付甕の口縁部

破片、 6 • 7は土師器甕の口縁部と胴部下半の破片て‘‘

ある。

住居跡の年代は、 SJ94 • 95とも時期的に大きな差

はなく、 SJ95が94を切り込んて構築されているが、

出土状況からは遺物の混入も想定される。 9世紀後半
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第329図 第94• 95号住居跡出土遺物
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と考えておきたい。

第96• 104号住居跡（第330図）

調査区の中央北側、X-10グリッドに位置する。住

居跡の中央部て‘‘東西方向に入る後世の溝跡SDl22と

重複する。住居跡は、 SJ96がSJ104を切り込んて構

築されている。SJ96の平面形態は不整長方形てゞ 、西

辺がやや短い。 規模は長辺3.52m、短辺3.00m、深さ

0.25mてある。SJ104の平面形態は、 SJ96の他に S

Dl22や攪乱と重なるために不明瞭て‘‘ある。深さは

0.15mてある。 主軸方向はSJ96がN-62°-E、SJ

104がN-46°-Eてある。

SJ 96の覆土はロ ーム粒子を少量含む黒褐色上て‘‘

構成されるが、 SDl22の南側と北側て‘‘は層位に違い

第330図第96• I 04号住居跡

A 17 40 

5 6 2 

SJ 9 6 

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 暗灰褐色土

4 黒褐色土

5 暗黄褐色土

6 暗褐色土

7 黒褐色土

A. 

ローム粒子、炭化物微羹含む。

ローム粒子多量、ロームプロック少星含む。

白色粒子少籠含む。

ローム粒子少藷含む。

ローム粒子微量含む。粘性あり 。

黒褐色プロック少批含む。

ロームプロック少拡含む。

が観察された。北側上層にはカマドの構築に使用した

灰白色粘土がブロック状に含まれていた。溝の構築に

際して、カマドを壊していることから、部分的に混入

したも の と考えられる。床面は平坦て‘あ`る。

カマドは北東辺やや南寄りに付設されていた。 SD

122によ って北側約半分が壊されている。残存する部分

は掘形だけが検出され、底面から側壁にかけては被熱

によ って赤変した箇所力吼節忍された。

ピットは 4基検出された。p1は直径約50cm、深さ

7 cmの円形て‘‘、カマドの南西側に位置し、貯蔵穴とみ

られる。他の3基はいずれも壁溝に接するか、中に掘

り込まれていた。壁溝はカマドを除いてほば全周する

ものと考えられる。

QI 

SJ 9 6カマド

8 黒褐色土

9 黒褐色土

10 黒掲色土

II 暗赤褐色土

12 黒褐色土

13 赤褐色土

14 暗黄褐色土

D D 

冒

E E' 

言

F F' 

1 2 

゜
2m 

ローム粒子、ロームブロック少量含む。

焼土粒子微量、灰褐色プロック少最含む。

焼士粒子多最、焼土塊少量含む。

ローム粒子、焼土粒子少量含む。

ローム粒子少藷、黒色プロック微量、炭化

粒子多贔含む。

ローム粒子少羹、焼土粒子、焼土プロック

多董含む。

ローム粒子多絋、焼土粒子微最、ローム

プロック少最含む。

1 :60 
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第331図 第96号住居跡出土遺物
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第96号住居跡出土遺物観察表（第331図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 (6.2) KL C 暗灰色 20 
2 坪 (6.8) BK C 暗灰色 30 
3 坪 5.4 BKL A 赤褐色 30 
4 坪 (6.4) BK A 淡橙褐色 30 内面黒色処理

5 坪 12 4 BKL A 灰黒褐色 20 末野産

6 坪 (14 0) BK C 灰褐色 10 鉄分

7 刀子 長さ (21.8) X身幅1.2X棟幅0.4cm、重量2624 g 

出土遺物（第331図）

出土遺物には須恵器坪、高台付浣、刀子がある。遺

物は多くがSD122の南側の床面から出士している。

1 ~6は須恵器坪の底部及び口縁部の破片てある。

末野産が多く、底部は回転糸切りてある。 5は皿、 6

は須恵器高台付碗の可能性もある。 7は鉄製の刀子て‘‘、

刃部の一部を欠く。錆や欠損力遼fしいが、部分的に木

質が残っていた。

SJ 104は遺構確認面か らの掘り込みが浅いため、

カマド周辺だけの検出となった。覆土はローム粒子を

含む暗褐色士てあるが、カマド付近ばかりてなく、全

体に大小の攪乱が入るため、元の覆土は僅かてある。

床面は攪乱などにより凹凸がある。

カマドは北東辺北寄りに 1基検出された。袖は左側

が僅かに残っていたが、右側は攪乱とヒ°ットにより殆

ど残っていなかった。底面は床面と同ーレヴェルて‘‘、

被熱部分は確認されなかった。焼土はカマド周辺の覆

土中にブロック状て‘‘観察されたが、まとまった形ては

検出されなかった。遺物は出土しなかった。

第97• 98号住居跡（第332• 333図）

調査区の中央北側、 X-11・12グリッドに位置して

いる。 2軒の住居跡は、一部を後世の井戸跡SE86、

溝跡SD99と重複している。住居跡の先後関係はSJ

98をSJ97が切り込んて｀構築されている。

平面形態は、 ともに長方形てある。規模はSJ97が

長辺2.96m、短辺2.27m、深さ 0.22m、SJ98は長辺

2.30m（残存部分）、短辺3.02m、深さ 0.15mてある。

カマドはともに短辺に付設されていた。主軸方向はS

J 97がN-45°-E、SJ98がN-77°-Eてある。 S 

J 97 • 98とも覆土は、ローム粒子を多く含む黒褐色土

て‘‘構成されている。 SJ98はSJ97と重なることもあ

り、所々土層に変化がみられた。床面はSJ98はやや

凹凸があるが、 SJ97は平坦て‘‘あった。

SJ 97は北東辺にカマドが 1基検出された。カマド

は中央やや東寄りに付設され、辺を約70cm掘り込んて‘‘

いた。袖は左側が一部残存し、ローム塊と灰褐色粘土

を主体に構築されていた。燃焼面は奥壁に向かって緩

やかに傾斜し、底面はすり鉢状になっている。煙道は
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第332図第97• 98号住居跡

A 

゜

°| 

.o 

Q
 

A I 7. 20 A
 

量 SE86 

｀
 

゜
2m 

1:60 

SJ97・98 

1 黒褐色土

2 黒褐色士
ローム粒子多量、炭化物微最、焼士粒子少墓含む。

ローム粒子多量、焼士粒子微董、ロームプロック

少量含む。

約50cmあり、緩やかに立ち上がっている。また、煙道

を含めた覆土上層ては焼土がまとまって観察された。

天井や側壁から崩落したものと考えられる。燃焼面の

奥壁付近ては、土製支脚が倒れかかった状態て｀出土し

た。

貯蔵穴やピットなどの付属施設は、検出されなかっ

た。また、壁溝は北西辺を中心に部分的に確認された

が、いずれも浅く、全周する壁溝と同じ機能をもつも

のかは疑問て‘‘ある。

出土遺物（第333図）

出土遺物には須恵器坪、高台付碗、蓋、支脚、刀子

がある。遺物の多くはカマド内及び覆土中から出土し

たものて‘‘ある。一部の遺物は周辺の住居から混入した

可能性も考えられる。

3 黒褐色土 ローム粒子多量、焼士粒子微量含む。粘性あり。

4 黒褐色土 ローム粒子、ロームプロック少量含む。粘性あり。

5 暗黄褐色土 ロームプロック少最含む。粘性あり。

1 • 2は須恵器坪の口縁部と底部の破片て‘‘ある。と

もに南且傘産て‘‘、 2の底部は回転糸切りてある。 3は

須恵器高台付塊の底部破片て‘‘ある。末野産と考えられ

る。 4は須恵器蓋の破片て‘ヽ、摘みを欠く。推定口径は

約13cmて‘‘、体部にケズリはみられなかった。 5は土製

の支脚て‘ヽ、基部を欠く。風化が進んて、いるが、縦方向

のヘラケズリが確認された。 6は刀子刃部の破片とみ

られる。

SJ 98のカマドは、東辺中央に 1基検出された。袖

は既になく、燃焼面の掘形が検出された。掘形は床面

から約10cm掘り込まれ、底面はレンズ状になって中心

部だけが低くなっていた。被熱の部分は所々に確認さ

れたが、いずれも弱く赤変していた。右側の側壁付近

からは酸化烙焼成坪、高台付碗が出土している。
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第333図 第97• 98号住居跡カマド・出土遺物
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1 暗黄褐色土

2 褐色土

3 黒褐色土
4 黒褐色土

5 黒褐色土

6 明褐色土

7 暗黄掲色士

ローム粒子、焼土ブロック多最含む。

焼土ブロック少量含む。

ローム粒子多董、焼土粒子少量含む。
ロームプロック多量、焼土粒子少最
含む。

ローム粒子多量含む。

ローム粒子多鼠、焼土粒子微最

灰褐色粒子少最含む。
ローム塊。
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SJ 9 8カマド

8 黒褐色土

9 黒褐色土

10 黒褐色土

11 黒褐色土

12 黒褐色土

13 暗黄褐色土

14 暗黄褐色土

□ 
5cm 

ローム粒子多絋、焼士粒子少量含む。

ローム粒子多量、焼土粒子、ローム

ブロック微量含む。

焼土粒子、焼土塊多量含む。

ローム粒子、焼土粒子多最含む。

焼土粒子多最含む。粘性あり。

ロームブロック多量含む。

黒褐色ブロック少饂含む。

□ 3ロ
゜

lm 
1 :30 
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第97号住居跡出土遺物観察表（第333図）

番号 器種 口径器高底径

1 坪 (12.0)

2 坪

3 高台付碗

4 芸m 

支脚

刀子
5

6

 

5.8 

8.4 

胎土

BKL 

CK 

KL 

CK 

成焼

＿
A

C

C

A(13.0) 
l l 

長さ (18.5) X幅7.6X厚さ 7.9cm

長さ(2.8)X身幅l.3X棟幅0.3cm、重鼠4.79 g 

色調

暗青灰色

灰色

淡灰褐色

灰色

残存率

10 

50 

90 

10 

備 考

長頸瓶の可能性あり

刃部片

第98号住居跡出土遺物観察表（第333図）

番号 器種 口径器高底径

1 高台付碗 13. 6 I 6.1 I 7. 6 

2 坪 11.6 I 4.2 I 4.7 
3 杯 (5.6)

4 碗 16.o I 7. 2 I 6. s 

胎土

HIKL 

GK 

HK 

K 

焼成

A 

A 

C 
A 

色調

暗灰褐色

淡橙褐色

淡灰褐色

淡灰白色

残存率

100 

80 

40 

20 

備

酸化鉄付着漆状の黒色付着物あり

酸化焔焼成

灰釉

考

酸化焔焼成

第334図 第97• 98号住居跡遺物分布図
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壁溝は西辺周辺を SJ97とSE86との重複によっ

て壊されているが、 カマドを除いて全周するものと考

えられる。また、貯蔵穴やピットなどは検出されなかっ

た。

出土遣物（第333図）

出土遺物には須恵器高台付碗、酸化焔焼成坪、灰釉

碗がある。遺物は全体に少なく、

土している。図示しなかったが、

カマドや床面から出

この他に土師器甕の

小破片が出士している。 1は須恵器高台付碗て‘ヽ、高台

第335図 第99号住居跡

、
Q

＼
 

町 ＼
 

攪乱

8
 

A 17. 50 A

l

 

ぃ
SJ 9 9 

1 黒褐色土

2
 

3

4

5

6

7

 

8
 

黒褐色土

黒褐色士

暗褐色士

暗褐色士

暗褐色士

明褐色土

暗褐色士

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ 

|
几
仕
l
l
+
|

A' 

ローム粒子多量、焼士粒子、焼土プロック

ロームブロック、少量含む。

ローム粒子、ロームブロック多量、焼土粒子

焼土ブロック、少量含む。

ローム粒子、ロームブロック多量含む。

ロームブロック多量含む。

ローム粒子少量含む。

ロームブロック少量含む。

ローム粒子、焼土粒子、白色粒子、臼色

ブロック、焼土ブロック多量含む。

ローム粒子少量、焼士粒子、黒褐色粒子

ロームプロック多量含む。

第99号住居跡（第335図）

調査区中央北側、 W-10グリッドに位置している。

中央部に南北方向に入る攪乱（旧農事試験場の区画整

が長く

に多量の雲母を含んて‘‘いる。

ロ径12cm弱、器高 4cm弱、

土には、砂対立と黒色粒子が比較的多く含まれるのを特

徴としている。

りてある。

海産とみられる。

住居跡の年代は、出土遺物からともに10世紀前半頃

と考えられる。

町

マ

S

E
]
 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

「ハ」の字状にひらくものてある。また、胎上

9 明褐色土

10 暗褐色土

明褐色土

暗褐色士

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色士

理に伴う段差）は、

2 • 3は酸化烙焼成坪て‘‘、

5 cm弱と小振りてある。胎

ロクロ痕跡は明瞭て‘ヽ、底部は回転糸切

4は灰釉碗て‘ある。灰釉は漬けかけて‘‘、東

c
-

三
D
-

言

』
ロ

G
 

G' 

三
言

伽m
I'60 

焼士粒子、白色粒子、焼土ブロック多籠含む。

ローム粒子、黒掲色粒子、ロームブロック

多量含む。

白色粒子少量、焼土粒子、焼士ブロック多量

含む。

ローム粒子、焼上プロック少最、焼土粒子・

白色粒子多量含む。

ローム粒子、ロームブロック少最含む。

ローム粒子少是、ロームブロック多量含む。

ロームブロック多量含む。

ロームブロック少最含む。

カマドの一部と床面まて‘深く人り

込んて‘‘いた。平面形態は長方形て‘‘、規模は長辺3.92m、

短辺2.34m、深さ0.24mてある。主軸方向はN-2°―
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第336図 第99号住居跡出土遺物
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第99号住居跡出土遺物観察表（第336図）

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎上 焼成 色調 残存率 備 考

1 杯 (11. 4) 3.7 (5 6) BCK A 淡青灰色 15 

2 坪 (12 4) 3 3 (6.4) BCK A 暗青灰色 15 

3 坪 (12. 0) BCK A 暗青灰色 25 

4 坪 (12. 2) 3.7 (6.8) BCKL A 青灰色 35 

5 坪 (11 2) 4 0 (5.2) BCK A 青灰色 30 

6 坪 (13 0) (3 4) (6.4) CK C 淡灰褐色 30 

第337図 第99号住居跡遺物分布図
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Eてある。

覆土は、ローム粒子やロームブロックを多く含む黒

褐色土て構成される。床面はやや凹凸があり、攪乱の

東側は確認時に床面の殆どがなく、掘形に近い状況て‘‘

あった。

カマドは北辺中央に付設され、壁を約50cm掘り込ん

て構築されていた。覆土は、白色枯土と焼土がブロッ

ク状に混入する暗褐色土て｀構成されていた。袖は右側

の一部が残存していたが、覆土中に混入していた白色

粘土が基本になっているとみられ、周辺に多くみられ

た。燃焼面は、床面から 5c而呈掘り込まれていたと推

定されるが、遺存状態が悪く、凹凸が目立った。

貯蔵穴 (P1)は、北東隅て検出された。直径約50

cmの円形て‘‘、深さは16cmてある。ヒ°ットはこの他に 3

基検出されたが、柱穴としてはいずれも浅く、性格不

明て‘ある。壁溝はカマド、貯蔵穴周辺を除いて全周す

る。

出土遺物（第336図）

出土遺物は、須恵器坪だけが出土している。遺物の

大半は攪乱の西側から出土したものて‘ある。

1 ~ 6はいずれも4通支片て‘ヽ 、口縁部の形態が直線的

にひらくタイプ (1~4) と小さく外反するタイプの

二種類がある。日径は約12cmてあるが、形態に関係な

く、口径以上に底径には差異がみられる。南比企産が

多い。

住居跡の年代は、出土遺物から 9世紀後半と考えら

れる。

第100号住居跡（第338図） 第338図第100号住居跡

調査区の中央南側、Q-12グリッドに位置する。遺
／ 町 I 町

構の大半は、後世の溝跡SD70、攪乱と重複し、原形

を留めていない。平面形態は、長方形または不整方形 冒S070 

とみられる。規模は残存する長辺が2.32m、同短辺

1.76m、深さ 0.22mてある。

冒
＼ 

攪乱

覆土は、ローム粒子を含む暗褐色土て構成される。

壁溝は確認された範囲ては全周する。カマド、貯蔵穴、
A' 

ピットなどの付属施設は、重複遺構などによって壊さ

れたとみられ、検出されなかった。また、遺物につい 副 副

ても出土 しなかった。

第102•103号住居跡（第339 • 340図）

調査区の中央北側、 Y-10・ llグリッドに位置して

いる。 1む吾跡の先後関係は、 SJ102がSJ103上に掛

かって構築されている。また、 SJ103がSJ102より

深く構築されていることや覆上が類似していること

A 18. 00 A
-

□¥9口＼

゜
2m 

9 9 60 

て‘ヽ 、後出のSJ102のカマド周辺が不明瞭て‘あった。

平面形態はともに長方形て‘‘あるが、 SJ102は正方

形に近い。規模はSJ102が長辺3.43m、短辺3.02m、

深さ0.30m、SJ103が長辺3.46m、短辺2.70m、深

さ0.54mてある。主軸方向はSJ102がN-66'-E、

-410-



第339図第I02 • I 03号1主居跡
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A 17. 20 
15 12 

A. 

芦
SJ102・103 

1 灰褐色土 ローム粒子微量含む。

2 黒褐色土 ローム粒子多鼠、焼土粒子少量含む。

3 黒褐色土 焼士粒子、ロームプロック少量含む。

4 黒褐色土 ローム粒子多量、ロームブロック微最含む。

5 黒褐色土 ローム粒子少量含む。

SJ 103がN-64°-Wてある。

覆土はともにロ ーム粒子を多く含む黒褐色上て‘‘構成

されるが、 SJ102はSJ103にくらべで焼上粒子が多

く含まれていた。床面はSJ102は中央部がやや窪み、

SJ 103は平坦て‘あるが、壁溝のない南側に向かって

やや傾斜している。

SJ 102のカマドは、北東辺中央やや東寄りに付設

6 暗黄褐色土

7 黒褐色土

8 黒褐色土

9 暗黄褐色土

10 黒褐色土

11 黒褐色士

12 黒褐色土

13 暗灰褐色士

14 暗灰褐色土

15 黒褐色土

16 黒褐色士

17 黒褐色土

18 暗褐色士

19 黒褐色土

20 暗赤褐色土

21 黒褐色土

22 黒褐色士

23 暗黄褐色土

24 黄褐色土

ローム粒子、黒褐色ブロック少籠含む。

ローム粒子多量、ロームブロック微鼠含む。

炭化物多籠含む。

ロームプロック多量含む。

ローム粒子、ロームブロック多最含む。

ローム粒子多量、ロームブロック少量含む。

ローム粒子多量含む。

ローム粒子、焼土粒子微量含む。

灰褐色ブロック多量、焼土ブロック微量含む。

ローム粒子少贔含む。

ローム粒子少量、ロームブロック多量含む。

焼土粒子、灰色粘士粒子少量含む。

ロームブロック、焼土粒子少董含む。

ローム粒子多量、ロームブロック少董含む。

焼土粒子多盤含む。

ローム粒子多最、焼土粒子微鼠含む。

ローム粒子、ロームプロック、灰褐色粘土

プロック微量、黒色ブロック少墓含む。

ローム粒子多員含む。

ロームブロック多量含む。粘性あり。

されていた。袖は左右とも一部残存していたが、構築

材の多くは周辺に流出していた。煙道付近は不明瞭て‘‘

あったが、 一部天井が残っていた。天井は臼色粘土と

ロームブロックて構築され、側壁は被熱て‘‘赤く変色し

てし、た。

燃焼面付近の覆土は、焼士や白色粘土粒子を含むも

のの基本的には住居覆士と同様て‘‘あった。底面は床面
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第340図 第I02 • I 03号住居跡カマド
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S J 1 0 2カマド

1 黒褐色土 ローム粒子、ロームブロック多量含む。

2 黒褐色土 ローム粒子、焼土粒子少抵、ローム

プロック微量含む。

3 暗赤褐色上 焼士粒子多量、黒褐色ブロック少蘊

含む。

4 黒褐色土 焼土粒子、炭化物微籠、白色粘土

ブロック少籠含む。

焼土塊多量含む。

焼土粒子少量含む。

ローム粒子、ロームプロック少址含む。

焼士粒子、炭化粒子微量、褐色プロック

少蘊、灰白色粘土プロック多量含む。

9 暗褐色土 ローム粒子多量、焼土粒子微量含む。

5 赤褐色土

6 黒褐色土

7 黒褐色土

8 灰褐色土

、3

3
 

SJ 1 0 3カマド

10 黒褐色上 焼土粒子、灰色粘土粒子多蘊含む。

11 赤褐色土 焼士粒子多量含む。

12 灰色士 ローム粒子、ロームブロック多量含む。粘性あり。

13 黒褐色土 焼士粒子多黛含む。

14 黄褐色土 ローム塊。

15 暗灰褐色土 灰色粘土粒子多量、ロームブロック少量含む。

16 暗褐色士 ローム粒子少量、ロームブロック多量含む。粘性あり。

17 黒褐色土 焼土粒子微量、ロームブロック多蘊含む。粘性あり。

18 黄褐色士 ローム粒子少量含む。粘性あり。

19 灰褐色土 焼土粒子少量含む。粘性あり。

20 暗黄褐色士 黒褐色プロック少量含む。粘性あり。

Im 
1 :30 
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第341図 第102号住居跡出土遺物
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第102号住居跡出土遺物観察表（第341図）

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 材ヽ~ (13 0) KL A 灰色 10 

2 高台付碗 6.6 KL C 淡青灰色 80 鉄分

3 高台付碗 (6.4) BKL C 淡灰褐色 70 

4 芸m 16.0 BCK A 淡青灰色 20 

5 坪 (1 1. 7) 3.9 (4 6) E C 淡橙褐色 60 酸化焔焼成

6 坪 (13.0) BK A 淡橙褐色 20 酸化焔焼成

7 碗 (13.0) EK A 淡赤褐色 30 酸化焔焼成

8 坪 5.2 BK C 淡黒褐色 40 器面風化酸化焔焼成

， 刀子 長さ (3.45)X身幅o.sx棟幅0.35cm、重贔10.29 g 切先

10 鉄製品 長 さ(2.2)X幅0.6X厚さ 0.4cm、重量3.66g 角棒状品

から約10cm堀り込まれ、平坦て‘ヽ、被熱によって赤変し

ていた。

貯蔵穴 (P1) は、カマドの右側隅て‘‘検出された。

直径約40cmの円形て‘‘、深さは21cmて‘ある。壁溝はsJ 

103と重なる部分が不明瞭て‘‘ある力＼基本的にはカマド

を除いて全周するものと考えられる。また、小鍛冶に

伴う炉跡や柱穴などは検出されなかった。

SJ 103のカマドは、東辺中央に付設され、カマドの

主軸は住居に対してやや北方向に傾いている。

SJ 103は102より遺構の掘り込みが深いため、攪乱

の影響を受けた部分以外は遺存状態が良好て‘あった。

袖周辺は上層が部分的に攪乱の影響を受けていた

が、下層は状態も良く、左右の袖も大半力苅卸忍て‘‘きた。

袖は灰白色粘土とロ ームブロックを主体に構築されて

し、た。

燃焼面は中央部が僅かに窪み、煙道にかけて凹凸が

目立つ。壁面は煙道付近の崩落が著しいが、袖付近は

良く残り、被熱によって赤く変色していた。

壁溝は北辺と西辺て‘‘検出され、南側に向かってやや

深くなっていたが、カマド周辺まて‘‘は及んて、いなかっ

た。ピットは 3基検出されたが、貯蔵穴はカマド周辺

にも確認することはてきなかった。

出土遣物（第341• 342図）

出土遺物には須恵器杯、高台付碗、蓋、長頸瓶、酸

化焔焼成杯、土師器台付甕、甕、巡方、刀子、鎌、釘、

砥石がある。SJ102は小破片が多く、床面と覆土を中

心に出土している。SJ103は遺構が102より深かった

ため、比較的遺物も完形に近いものが多く、カマド周

辺を中心に出土していた。

SJ 102の 1は須恵器坪、 2 • 3は高台付碗、 4は蓋
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第342図 第103号住居跡出土遺物
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の破片てある。 1は口縁部が大きく外反し、薄手のつ

くりてある。5~ 8はロクロ使用の酸化焔焼成の坪て‘‘

ある。口縁部は直線的にひらき、先端が須恵器のよう

に丸味をもたないものが主体てある。底部は回転糸切

りて‘‘、体部から底部にかけては厚手になっている。9

は鉄製鎌の先端部の破片、 10は釘の破片てある。

SJ 103の1~ 6は須恵器杯て` 、体部が内湾気味て‘‘、

口縁部先端が外反するものてある。3は底部に「日」

4の坪は見込みの部分に「山」、 7の須恵器碗は底部に

「中」の墨書がある。 1 ~7はいずれも南比企産てあ
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第343図 第I02 • I 03号住居跡遺物分布図
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第 103号住居跡出土遺物観察表（第342図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎上 焼成 色調 残存率 備 考

1 杯 (12.4) 3.5 5.8 BCK A 青灰色 70 
2 坪 12.2 3.7 6.1 BCK A 青灰色 70 旦宇車目

3 坪 (7.0) BC A 淡紫褐色 30 
4 坪 12.6 3.8 6.0 BCK A 淡青灰色 100 見込み部分墨書

5 坪 12.2 4 1 6.4 BCK A 淡灰褐色 100 「X」の窯記号あり

6 坪 (12.0) 3.5 (6.4) BCK A 淡青灰色 20 
7 碗 15 2 5 9 6 8 BKL A 暗灰褐色 95 里竿圭目

8 坪 13.0 3.4 8.8 HK A 淡赤褐色 100 口縁部に炭化物付着

9 長頸壺 7 5 BCKL A 暗青灰色 50 
10 台付甕 15 0 KL A 暗赤褐色 90 内面風化

11 甕 (19.4) KL A 橙褐色 50 
12 甕 4.6 HK A 赤褐色 50 風化著しい

13 提砥石 長径62X短径3.8X厚さ2.0cm、重麓621 g 

14 巡方 長さ3lX幅2.4X厚さ0.1cm、重量5.62g 銅製品

15 鋏具 長さ（18) X幅1.7 X厚さ01cm、重量086 g 銅製品

16 刀子 長さ(132) X身幅1.25X棟幅0.25cm、重量13.54 g 

第344図 第105号住居跡
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1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 明褐色土

4 明褐色土

5 暗黄褐色士
6 暗褐色土

7 暗褐色士

8 暗褐色士

9 暗褐色土

10 暗褐色土

11 明褐色土

ローム粒子、ロームブロック少枇含む。
ローム粒子、ロームブロック多最含む。
ローム粒子、ロームプロック少量含む。

ローム粒子少董、ロームブロック多量含む。

ロームブロック少温含む。
ローム粒子、ロームプロック少誠含む。
ローム粒子、ロームブロック多羹含む。
ローム粒子少温、焼土粒子、ロームブロック微董含む。
ローム粒子少址含む。

ローム粒子微量、焼土粒子多董含む。
ロームブロック多量含む。

E E F F 

言 言

2m 
1 :60 

る。 8は土師器坪て‘‘、カマド左袖付近から出土 した。

口縁部は横方向のナデて‘‘、底部はヘラケズリてある。

9は長頸瓶の胴部下半の破片てある。内面は横方向の

ナデ、外面はヘラケズリの後横方向にナデが施されて

いる。

10は土師器台付甕て‘‘、 脚部を欠く。 11は土師器甕の

口縁部、 12は胴部から底部にかけての破片て‘‘ある。13

は提げ紐の穴のある砥石破片てある。14• 15は青銅製

帯金具て‘‘、 ともに錆の進行が著 しい。 14は巡方、 15は

留め具て‘ある。 16は刀子て‘‘、基部の一部を欠くが同一
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第345図 第 105号住居跡出土遺物
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第 105号住居跡出土遺物観察表（第345図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 12.8 3.7 6 4 CKL A 灰色 80 

2 坪 (13.0) 3.6 (5 4) CKL B 淡灰色 20 

3 高台付碗 (15.0) CKL B 暗灰色 20 

4 芸叩 (15 4) 2 5 CK A 灰色 20 

5 芸皿 (15.0) 2.4 CK A 灰色 15 

6 台付甕 (12.2) HK A 暗赤褐色 30 

7 甕 (18 0) BK A 橙褐色 10 

8 紡錘車 広径37X狭径4.lX孔径065X厚さ1.4cm 灰臼色 95 重輩30.7 g 

第346図 第 105号住居跡遺物分布図
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固体とみられる。切っ先は先端が折れ、約 1cm曲がっ

ている。

住居跡の年代は、出土遺物から SJ102は9世紀末

から10世紀前半頃、 SJ103は9世紀後半と考えられ

る。

第105号住居跡（第344図）

調査区中央、北西側W-7グリッドに位置する。住

居跡の約 3分の 2は調査区外にあたり、カマドなどは

検出て‘‘きなかったが、出土遺物から周囲と同様な平安

時代の住居跡と判断した。平面形態は方形または長方

形とみられ、規模は東西4.08m、南北は1.52m力濯餌忍

てき、深さは0.31mてある。

住居跡は南西隅を後世の溝跡SD106と重なるた

め、不明瞭な箇所があるが、床面ははば平坦て‘ヽ、壁溝

も全周するものと考えられる。ヒ°ットは 6基杉出iされ

たが、 P2を除くといずれも不規則てある。また、床

面ては小鍛冶に伴う焼士などは検出されなかった。

出土遺物（第345図）

出土遺物には須恵器坪、高台付碗、蓋、土師器台付

甕、甕、紡錘車がある。遺物の多くは床面や壁溝付近

から出土 している。

1 • 2は須恵器坪て‘‘、 1はやや厚手てあるのに対し

て、 2は破片てあるが薄手て‘‘底径は小さい。底部はと

もに回転糸切りてある。3は須恵器渇台付碗の破片て‘‘

ある。 2• 3は末野産 とみられる。 4• 5は須恵器蓋

て、器高が低く、体部は回転ヘラケズリされる。南比

企産て‘‘ある。

6は土師器台付甕、 7は土師器甕の破片て‘‘ある。 6

の台付甕は、所謂「コ」の字口縁てあるが、やや崩れ

ている。 7の甕は「コ」の字口縁て‘、あるが、日縁部が

やや短くなっている。8は滑石製の紡錘車て‘、部分的

に欠損しているが、全面にわたって磨かれている。

住居跡の年代は、出土遺物から 9世紀後半頃と考え

られる。

第106号住居跡（第347図）

調査区の中央、やや北西寄りのW-11グリッドに位

置している。確認時において既に床面が露出しており、

カマドを含む北東の辺が3m余りにわたって検出され

たにすぎない。

平面形態は北方向に長い小規模な長方形とみられる

が、攪乱などにより不鮮明て‘‘ある。推定される規模は

長辺約 3m、短辺約2.40m、深さ約 5cmてある。主軸

方向はN-7°-Eてある。

カマドは北辺中央に 1基付設されていた。既に袖も

殆どなく、燃焼面の掘形だけが検出された。燃焼面の

底面はレンズ状に窪み、焼土も僅かに確認てきたが、

掘形まて‘及んだ被熱の痕跡は確認て‘‘きなかった。

床面は平坦て‘、あるが、 ところどころに凹凸がみられ

第347図 第106号住居跡
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SJ 1 0 6カマド

1 暗褐色土 ローム粒子少量、炭化物微贔含む。

2 暗褐色土 ローム粒子、焼士粒子、 焼土ブロック 多量含む。

3 黄褐色土 ロームブロック多量、白色粒子少址含む。粘性あり 。
4 暗黄褐色土 白色粒子微戴、ローム粒子少誠含む。粘性あり 。
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